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＜変更履歴＞ 

日付 章 ページ 変更内容 

2018/5/25 トレーダーの管理 93 “Create a new customer”に関する記述を追加(手順 4) 

2018/5/25 トレーダーの管理 93 
“プライベートラベルとコネクションモード”の記述を削除 

（本設定は“製品とサービス”に移動） 

2018/5/25 トレーダーの管理 98～101 “製品とサービス”ページの設定内容を追加 

2018/8/10 アカウントの管理 87～90 トレードの価格制限機能拡充による変更を追加 

2018/9/3 
取引参加者アカウ

ントの設定 
35 オプション取引専用の証拠金乗数を追加 

2018/9/3 アカウントの管理 83 オプション取引専用の証拠金乗数を追加 

2018/9/3 トレーダーの管理 106 オプション取引専用の証拠金乗数を追加 

2019/2/5 トレーダーの管理 93 IP毎の同時ログイン可能数の記述を削除 

2019/2/7 トレーダーの管理 108 パスワードの変更を試みた際のエラーを追加 

2019/4/15 
ルートリスク設定

の管理 
41 クロス・トレード・コントロールについて詳細を追記 

2019/7/18 マーケットリミット 88 限月別の取引設定 

2019/7/18 マーケットリミット 90 LTD リミットを追加 

2019/7/18 

FCMダイナミック 

デフォルト マーケ

ットリミット 

92～98 FCMダイナミック デフォルト マーケットリミットを追加 

2024/2/22 
CASTユーザーを

追加するには 
45～46 手順 7に注文のキャンセル権限付与の設定方法を追加 
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このドキュメントについて 

このドキュメントはCASTにおける各種機能の説明及び各種タスクの手順を示します。 

下線付きの青い文字は、外部へのリンクか、ドキュメント内の別のセクションへのリンクです。この

ドキュメント内をナビゲートするには、PDFのブックマークや、目次のエントリーを使用します。 

英語版の CASTユーザーガイドは以下のリンクとなります。 

http://help.cqg.com/fcm/#!Documents/customerandaccountservicetoolcast.htm 

このドキュメント内のサンプル画像は、対応機能もしくはバージョンの違いなどの理由により、お使

いの画像と異なることがあります。ご了承ください。 

カスタマーサポート（日本語対応：8：00～18：00） 

FCMサポートデスク 0120-020-494 または 03-3286-6633 自動音声後に”2”を押してください。 

営業   0120-020-494 または 03-3286-6633 自動音声後に”1”を押してください。 

 

CAST ユーザーガイド 

CASTウィンドウの右上にヘルプメニューがあります。クリックをすると Onlineヘルプ(英語)をご参

照頂けます。 

 

 

  

http://help.cqg.com/fcm/#!Documents/customerandaccountservicetoolcast.htm
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注文管理及びアカウント作製ツール 

CASTは、Webベースの管理ツールです。これによって取引参加者は以下の対応ができます。 

• カスタマー、アカウント、トレーダー、セールスシリーズ、 

および CASTユーザー自体の管理 

• 取引の閲覧、取り消し 

• トレードおよびアカウントに関するクライアントへの対応  
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他言語の CAST 

CASTにログインするとき、使用する CASTの言語を選択できます。現在は日本語・英語・ロシア語

を使用できます。 

 

 

英語以外の言語を選択すると、CASTのほとんどのページがその言語で表示されます。   

翻訳バージョンが用意されているページは、以下のとおりです。 

 

メニューグループ メニュー項目 メニューグループ メニュー項目 

[アカウント] [アカウント権限] [カスタマーサービス] [ポジション] 

[アカウント] [アカウント情報] [カスタマーサービス] [詳細検索]  

[アカウント] [参加できるマーケット] [カスタマー] [カスタマー情報] 

[アカウント] [残高] [カスタマー] [新しいカスタマー] 

[アカウント] [グループアカウント情報] [カスタマー] [削除されたカスタマー情報] 

[アカウント] [新しいアカウント] [レポート] [アクティブトレーダー] 

[アカウント] [新しいグループアカウント] [レポート] [トレーダー履歴] 

[アカウント] [新しいオムニバスアカウント] [ルート] [リスク設定] 

[アカウント] [ポジション上限]   [セールスシリーズ] [新しいセールスシリーズ] 

[アカウント]  [詳細検索]  [セールスシリーズ] [削除されたセールスシリーズ情報] 

[アカウント] [削除されたアカウント情報] [セールスシリーズ] [セールスシリーズ情報] 

[アカウント] [リスクパラメーター]    [トレーダー] [請求設定] 

[アカウント] [リスク設定] [トレーダー] [製品とサービス] 

[CAST] [ログオフ]   [トレーダー] [新しいトレーダー] 

[カスタマーサービス] [アカウントのサマリー] [トレーダー] [削除されたトレーダー情報] 

[カスタマーサービス] [現在の注文詳細] [トレーダー]  [トレーダーの承認] 
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メニューグループ メニュー項目 メニューグループ メニュー項目 

[カスタマーサービス] [新しい外部の注文] [トレーダー]  [トレーダー情報 ] 

[カスタマーサービス] [新しい外部のポジション] [ユーティリティ]   [パスワードの変更] 

[カスタマーサービス] [古い注文詳細] [ユーティリティ]   [クライアントメッセージング] 

[カスタマーサービス] [オープンポジション] [ユーティリティ]   [未完成の項目] 

 

翻訳されていないページの名前は、メニュー内で英語のまま表示されます。 

CASTを起動するときに、翻訳された[ログオン]ウィンドウを使用することもできます。 

 

対応ブラウザ 

CASTは Internet Exploreのみ対応しております。その他のブラウザ（Google Chrome, Firefoxな

ど）では正常に動作しません。 

日付と数値の地域設定 

CASTでは日付と数値の形式を、各地域の標準に合わせて日付と数値を表示できます。   

CASTでは、選択された言語に固有の以下のような既定の設定を使用します。 

英語バージョンの日付 M/d/yyyy  

英語バージョンの小数点 . 

ロシア語バージョンの日付 d.M.yyyy 

ロシア語バージョンの小数点 , 

 

以下のページには、このローカライズが反映されます。 

メニューグループ メニュー項目 メニューグループ メニュー項目 

[アカウント]                         [アカウント情報]                     [カスタマーサービス]                 [詳細検索]                      

[アカウント]                         [残高]                         [取引参加者] [Default Account Risk Params] 

[アカウント]                         [新しいオムニバスアカウント]              [取引参加者] [Min FCM Risk Params] 

[アカウント]                         [ポジション上限]                   [取引参加者] [New FCM] 

[アカウント]                         [削除されたアカウント情報]             [レポート]                          [アクティブトレーダー]                   

[アカウント]                         [リスクパラメーター]                    [レポート]                          [Route Activity] 

[カスタマーサービス]                 [アカウントのサマリー]                  [レポート]                          [SS History] 

[カスタマーサービス]                 [現在の注文詳細]            [レポート]                          [トレーダー履歴]                   
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メニューグループ メニュー項目 メニューグループ メニュー項目 

[カスタマーサービス]                 [新しい外部の注文]               [トレーダー]                          [請求設定]            

[カスタマーサービス]                 [新しい外部のポジション]            [トレーダー]                          [製品とサービス]                      

[カスタマーサービス]                 [古い注文詳細]                [トレーダー]                          [削除されたトレーダー情報]              

[カスタマーサービス]                 [オープンポジション]                   [トレーダー]                          [トレーダー情報 ]                      

[カスタマーサービス]                 [ポジション]                        [トレーダー]                          [請求設定]            

 

アドオンをインストールすると、PC上の地域の設定を読み込むように CASTをセットアップするこ

ともできます。 
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CASTで地域の設定を表示するには 

1. CASTとそのブラウザウィンドウが起動していないことを確認します。これらの設定を適用する

には、CASTとブラウザウィンドウを閉じておく必要があります。 

2. [スタート]ボタンをクリックします。 

3. [コントロール パネル]をクリックします。 

4. [地域と言語]をダブルクリックします。 

 

 

 

5.  [地域の言語]ウィンドウで、選択項目を設定します。 

6. [OK]をクリックします。 

7. CASTにログオンします。ウィンドウに、CASTがアドオンのインストールを試みることを示す

メッセージが表示されます（Internet Explorerのセキュリティ設定で、署名付き ActiveXコント

ロールのダウンロードが[ダイアログを表示する]または[有効にする]になっていることが前提で

す）。 
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8. 警告をクリックし、[アドオンの実行]をクリックします。アドオンのインストールが始まりま

す。 

 

 

 

9. 入力を要求されたら、[実行する]をクリックします。 

 

 

 

このアドオンがインストールされると、CASTは PCに設定された日付と数値の値を読み取ることが

できるようになります。 
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CASTへのログオン 

この手順は、CASTのユーザー名とパスワードが設定済みであることが前提です。CASTのユーザー

名とパスワードをご希望の場合は、CQGの FCMサポートデスク（03-3286-6633）までご連絡く

ださい。 

[ログオン]ウィンドウを他の言語で表示するには、言語の略称を URLに含めます。たとえば、日本語

の場合は「www.cqgtrader.com/cast/default_jp.asp」などにします。 

CASTはポップアップウィンドウ内に開くので、CASTに対してポップアップを許可する必要があり

ます。ポップアップブロックのメッセージが表示される場合は、メッセージをクリックし、次のよう

に[このサイトのポップアップを常に許可]を選択します。   

 

 

 

単一ログインユーザーにて同時に実行できる CASTは 1つだけです。2つ目の CASTにログオンしよ

うとすると、最初の CASTが閉じられてから 2つ目が開きます。 

 

ログインをするには 

1. Webサイト「www.cqgtrader.com/cast/default_jp.asp」にアクセスします。次のようにサイン

インを要求されます。 

 

2. ユーザー名とパスワードを入力します。 

3. 必要に応じて、CASTで使用する言語を選択します。 

4. [送信]をクリックすると CASTが開きます。 

 

もし 30分間操作しなかった場合、CASTは自動的にログオフされます。 

 

 

 

http://www.cqgtrader.com/cast/default_jp.asp
http://www.cqgtrader.com/cast/default_jp.asp
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ページロック 

書き込み権限（Permission）を持つユーザーが CAST内のページを開くと、そのページは１０分間ロ

ックされます。このページにアクセスする他のユーザーは、情報を見ることしかできません。ページ

ロックの有効期限は、データパネルの一番下に下図のとおり表示されます。 

 

 

 

[更新]ボタンをクリックすると、期限切れまでの時間が再計算されます。 

 

アドオンの実行 

初回のログイン時に下図のとおり警告メッセージが表示されます。警告メッセージ→[アドオンの

実行]をクリックし、アドオンを実行してください。 
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コンセプト 

CASTユーザーのスコープと権限 

スコープ（Scope）とは、アクセスできる範囲を指し、権限（Permission）とはその範囲内にて設

定変更できる範囲を指します。 

CQGは各取引参加者にマスターCASTユーザーを提供します。マスターユーザーのスコープ及び権

限の変更は CQGのみ可能です。マスターユーザー以外のユーザーの設定変更はマスターユーザーが

可能です。 

下記のとおり 3段階のスコープがあり、これらを CAST User Infoページにて設定します。 

⚫ ゲートウェイ管理者 

CQGシステム内の全カスタマー、アカウント、トレーダー、セールスシリーズ、CASTユー

ザーにアクセスが可能です。 

⚫ FCM 管理者 

特定 FCM（取引参加者）下のカスタマー、アカウント、トレーダー、セールスシリーズ、

CASTユーザー及びそれらに関連する取引情報にアクセスができます。 

⚫ セールスシリーズ 

特定セールスシリーズ下のカスタマー、アカウント、トレーダー、CASTユーザー及びそれら

に関連する取引情報にアクセスができます。 

 

対応スコープに基づき各種情報を閲覧することができますが、CASTユーザーの権限

（Permission）によっては書き込みができないことがあります。使用している CASTユーザーに変

更ができる権限がない場合には、ページの左下に以下のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

権限の変更に関しては CAST 権限を設定するにはを参照してください。 

この後のセクションで示す内容は、特定の権限を持つ CASTユーザーに適用されるものです。お使

いのユーザーが権限を持たない場合も考えられます。 
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組織 

CAST内で作成する組織の最上位は、取引参加者（FCM）です。取引参加者には、いくつかのセール

スシリーズを関連付けることができます。セールスシリーズは取引参加者配下のグループです。1つ

のセールスシリーズは複数のカスタマーを持つことができます。1つのカスタマーは複数のアカウン

トを持つことができます。1つのアカウントは複数のトレーダーを持つことができます。 

 

 

 

 

作成手順 

CASTユーザーが上図の階層のとおりセールスシリーズからトレーダーまでを作成する場合の標準的

なワークフローは次のようになります。 

 

Create 

sales series

Create 

customer

Create 

account

Add 

authorized 

traders

Set balances
Set risk 

parameters

Select 

allowable 

markets
 

 

  

セールスシリー

ズの作成 

カスタマーの 

作成 

トレーダーの 

追加 

 

アカウントの 

作成 

アカウントに 

残高の設定 

アカウントに 

リスクパラメー

ターの設定 

アカウントに 

取引可能商品の

設定 
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リスクパラメーターの初期設定 

前頁のワークフローの前に、CASTにて恐らく最初に行うことの一つがリスクパラメーターの初期設

定となります。リスクパラメーターの設定は原則アカウントに対してなされます。ここでは全アカウ

ントに影響を与えるもしくはデフォルトとなるリスクパラメーターの初期設定を説明します。また、

トレーダーに対するリスクパラメーターにも触れます。 

⚫ FCM (FCMs > Min FCM Risk Parameters) 

⚫ デフォルト設定用のアカウント（FCMs > Default Account Risk Params and Accounts) 

⚫ トレーダー（トレーダー > リスクパラメーター） 

注：トレーダーのリスクパラメーターはオーダーハンドラーにのみ設定できます。詳細はト

レーダーを参照してください。 

 

FCM 

FCMリスクパラメーターは FCMメニューの Min FCM Risk Paramsページより設定をします。こ

のパラメーターは FCM全体に影響を与えます。つまり FCM下の全アカウントに対してここで入力

したリミットよりも大きい数字を設定することはできません。 

下図の場合、Trade Size Limitは 1,000,000、Commodity Position Limitは 750,000、

Contract Position Limit は 300,000です。 

 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > FCM > View Minimum FCM Risk 

Parameters 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > FCM > Modify Minimum FCM 

Risk Parameters  
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アカウント 

２つのアカウントリスク設定ページがあります：FCMs > Default Account Risk Params と アカ

ウント > リスクパラメーター 

Default Account Risk Params にて下図のとおり設定した場合、新規に作成される全アカウント

（オムニバスアカウント含む）のリスクパラメーターに同数値が入力されます。 

こちらの数値は上記のとおり既に入力されていますが、FCMリスクパラメーターを超えない範囲で

あれば自由に変更できます。FCMリスクパラメーターを超える数値の設定を試みると、エラーメッ

セージが表示されます。 

下図の場合、前頁の FCMリスクパラメーターよりも各パラメーターを小さく設定してあります。 
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下図は新規アカウントのリスクパラメーターです（アカウント > リスクパラメーター）。トレード

サイズ上限は自動的に Default Account Risk Paramsに沿って入力されていましたが、その後

250,000に変更をしています。商品や限月ポジション上限も減らしています。トレードの価格制限

のリスクパラメーターを追加して、“危険なマーケットへの注文を拒否する” を有効にし、証拠金サ

ブシステムも使用しています。 

 

 

 

詳細に関してはリスクパラメーターを設定するにはを参照してください。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > FCM > View Default Account 

Risk Parameters 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > FCM > Modify Default Account 

Risk Parameters  
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トレーダー 

トレーダーリスクパラメーターはオーダーハンドラークラスのトレーダーにのみ設定可能です。 

パラメーターの設定次第では FCMリスクパラメーターより大きい数値を設定できます。 

トレーダーリスクパラメーターは通常アカウント及びグループアカウントのパラメーターより優先さ

れます。 

設定内容についてはトレーダーレベルのリスクパラメーターを設定するにはをご参照ください。 

下図の場合、トレードサイズ上限を前頁に記載したアカウントリスクパラメーターの 10%に設定を

しています。トレード証拠金上限と証拠金サブシステムはアカウントの設定を使用します。また、ト

レードサイズ上限は枚数を、商品ポジション上限及びトレード証拠金上限はアカウントの枚数設定に

対する乗数をそれぞれ設定します。 
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マーケット 

アカウントメニューのマーケットリミットページにて市場に対する商品ポジション上限、銘柄ポジシ

ョン上限、限月ポジション上限、トレードサイズ上限、トレードの価格制限が設定できます。オプシ

ョンはデフォルト（アカウント>リスクパラメータページでの設定値を使用）、制限（枚数設定）、

無制限より選択ができます。 

マーケット別のパラメーターを FCMリスクパラメーター及びオムニバスアカウントのパラメーター

より厳しく（小さく）設定した場合は、マーケット別のパラメーターが優先されます。 

下図を見ると、詳細まで設定できるのがおわかりなると思います。全ての商品、全ての米国商品、全

ての米国以外の商品、NYMEX（取引所）、CLEと CLI（クルードオイル・商品）、先物、オプショ

ン、スプレッド、バタフライ、と段階に分けて設定が可能です。 

下図を見ると CLEがハイライトされています。左上の検索ボックスにて cleと入力すると“cle”の

文言を含む商品が表示され、ハイライトされます。 
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オムニバスアカウント 

オムニバスアカウントは、原則、清算会員の取引参加者（A）によって作成され、非清算会員の取引

参加者（B）が使用します。取引参加者（B）下のトレーダーは、取引参加者（B）下の通常アカウン

トをから発注しますが、注文はオムニバスアカウントを経由し取引所に送られます。 

初期設定にて、当該注文は取引所側でオムニバスアカウントによる注文として認識されるように設定

されていますが、バーチャルオムニバスアカウントを選択することにより末端の通常アカウントとし

て認識されるように設定することも可能です。設定方法に関しては、オムニバスアカウントを作成す

るにはを参照してください。 

CQGの CAST管理者が、取引参加者（A）からの依頼を受け、オムニバスアカウントの有効可／無

効可を設定します。オムニバスアカウントによる使用が許可されたルートを“オムニバスルート”と

言います。 

同様に、CQGの CAST管理者が、取引参加者（A）からの依頼を受け、取引参加者（B）に対しオム

ニバスルート及びオムニバスアカウントの使用権限を付与します。権限付与後、取引参加者（B）の

CAST内、アカウント情報→ルーティングオプション→オムニバスアカウントの項目でオムニバスア

カウントの選択ができます。 

その後取引参加者（B）が通常のアカウントを設定します。通常アカウントの“現在のロケーショ

ン”及び“このアカウントに使用するリスクサーバーのインスタンス”はオムニバスアカウントと同

一にする必要があります。 

参照：  

オムニバスアカウントを作成するには  

 

２つのオムニバスアカウント経由する Passenger Omnibus アカウン

ト 

以下状況を例に挙げます。 

 取引参加者 Aは取引所 Yの清算会員です。 

 取引参加者 Bは取引所 Yの非清算会員です。 

 取引参加者 Cは取引参加者 Bの顧客です。 

 取引参加者 Cは取引所 Yと取引を望んでいるが、Cと契約をしている取引参加者 Bは非清算

会員です。 

取引参加者 Bは取引参加者 Cにおける取引所 Yでの取引を実現するために、取引参加者 A

のオムニバスアカウント及びルートを経由し取引所への発注をします。 

そのために、取引参加者 Cは最初に取引参加者 Bのオムニバスアカウントを使用します。 

CQGはこのオムニバスのオムニバス、つまりこの例で言うところの取引参加者 Bのオムニバスアカ

ウントをパッセンジャーアカウント（Passenger Omnibusアカウント）と呼びます。 
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オーダーハンドラー（トレーダークラス） 

リスク設定が可能なトレーダーをオーダーハンドラーと呼びます。 

またオーダーハンドラーは複数の取引参加者やセールスシリーズ下のアカウントに跨って取引するこ

とができます。 

 

 

オーダーハンドラーのトレーダーに設定する項目は以下の通りです： 

参加できるマーケット、FCMs/セールスシリーズの権限、リスクパラメーター（トレードサイズ上

限、トレード証拠金上限、証拠金サブシステム、証拠金乗数など） 

この設定はトレーダーのメニューより行います。トレーダーレベルのリスクパラメーターはリスク計

算に組み込まれ、アカウントのリスクパラメーター設定より優先されます。したがって、アカウント

にて取引許可をしている商品でも、参加できるマーケットページの設定をしていない場合は、取引不

可となります。 

また、注文詳細ページではその注文がオーダーハンドラーにより発注されたことを下図のとおり確認

できます。 
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CQGゲートウェイ 

ゲートウェイの分散化により、トレーダーは自身の所在地から最も近いゲートウェイを使用すること

ができます。これに伴い、以下のような[ロケーション]オプションが追加されました。  

 

• [アカウント情報 ]：[現在のロケーション]項目および[このアカウントに使用するリスクサーバー

のインスタンス ]項目が追加されました。これらの項目には既定の設定が表示されますが、新規

アカウント作成時に取引参加者が変更することも可能です。 

• [グループアカウント]：単一のロケーションを持つグループにのみアカウントを追加できます。

対象のアカウントにおいてロケーションの移行要求が実行中の場合にはアカウントの追加や削除

は行えません。 

• [トレーダー情報 ]：取引参加者によるトレーダーのロケーション選択が行える[現在のロケーショ

ン]項目が追加されました。 

• [注文詳細 ]：注文を各地のサーバーごとに行うようになったため、注文詳細の検索パネルにデー

タベース単位で検索するためのドロップダウンメニューが追加されました。注文は、発信元のア

カウントが指定されているロケーションからの注文として処理されます。 

 

CASTでカスタマー、アカウント、トレーダーのセットアップを行う前に、下記各項目のロケーショ

ンの設定方法を確認してください。 

 

• 取引参加者には CQGが推奨するロケーションが指定されます。原則、取引参加者の所在地から

最も近いロケーションが設定されます。 

• アカウントにおけるロケーションのデフォルト設定につき、アカウント作成時にそのアカウン

トに関連付けられたトレーダーを持たない場合、取引参加者のロケーションが継承されます。

アカウントがそのアカウントに関連付けられたトレーダーを持つ場合は、トレーダーのロケー

ションが継承されます。新規アカウント作成時のみ設定変更が可能です。新規アカウント作成

時以降は取引参加者側でのロケーション変更は不可となります。ロケーションの変更が必要な

場合は、取引参加者からの依頼を元に CQGの CAST管理者が変更を行います。 

• トレーダーのロケーションは、新しいトレーダー作成時のみならず更新時でも取引参加者による

変更が可能です。 

 

 

IPホワイトリスト 

ホワイトリストとは、弊社サービスやアプリケーションへのアクセスを許可した IPアドレスのリス

トです。 

CASTでは、IPアドレスのホワイトリストを作成できますので、リストにある IPアドレスからのみ

CQGのアプリケーション（CQG Integrated Clientや CQGTRADER等）へのアクセス(ログイン)

ができます。このリストは FIX接続にも対応しています。 

トレーダー毎に、個々の IPアドレスもしくは IPアドレスのレンジ（IPv4フォーマット）にて対応

できます。ホワイトリストが有効になっていた場合、リストにないアドレスからの接続は不可となり

ます。（ユーザーはその理由が表示されたエラーを受け取ります） 

トレーダー情報ページからホワイトリストの IPアドレスの変更ができ、CASTユーザーが行った変

更の申請を認可対応できます。 
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このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Administration > Modify CAST User’s IP Whitelist 

 

IPアドレスの入力 

IP情報はトレーダー情報ページより入力ができます。ネットワーク管理者と一緒に設定を行うこと

を推奨します。 

 

 

1. トレーダー情報の‘IP アドレスのホワイトリスト’のセクションにて、新しい IP アドレスを

追加するボタンをクリックします。 

2. IPアドレスネットワークマスクを入力します。 

3. IPアドレスサブネットワークマスクを入力します。 

4. [保存]ボタンをクリックします。 

 

IPアドレスを削除するには、上図の削除にチェックをいれ、[保存]ボタンをクリックします。 

 

ホワイトリストのオンとオフ 

1. トレーダー情報のページにある IP アドレスのホワイトリストのセクションにて、IP アドレス

のホワイトリストを使用するにチェックを入れるとホワイトリストがオンとなります。 

2. [保存]ボタンをクリックします。 

オフにする場合には、チェックボックスをはずし、[保存]ボタンをクリックします。  
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2段階パスワード認証 

トレード機能のログオンにあたり 2段階のパスワード認証を行うことができます。１段階目は CAST

にて設定されたパスワード、２段階目にワンタイムパスワード（OTP）となります。 

 

取引参加者 FCM 

デフォルトでは、CASTで設定したパスワードのみにてログインする設定となっています。 

2段階パスワード認証を使用するためには、取引参加者は DS3システムとそのサーバーを設定する

必要があります。CQGサポートもお手伝いいたします。 

設定後、取引参加者は DS3ウェブベース管理ツールを使用しトレーダーを作成･管理します。 

注：管理ツールのトレーダー・ユーザーIDは CASTにおけるトレーダーのユーザー名と同じものと

します。 

 

カスタマー 

１段階／２段階どちらのパスワードを使用するかは、カスタマー情報ページにて設定します。デフォ

ルトは一段階のみの設定となっています。 

使用できる認証システムはカスタマー情報のページにリストされ、以下画像のようになります。 

 

 

トレーダー 

トレーダーはリンクしているカスタマーの認証システムを引き継ぎます。 

パスワード認証の設定変更した場合には、CASTにてパスワードのリセットを行ってください。 

トレーダーは通常通りにログオンをします。２段階認証が設定されていた場合には、システムが

OTPを確認するので、認証機器よりパスワードを取得して対応します。システムがユーザー名、パ

スワード OTPを認証し、問題がなければログオンができます。 
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パスワードの管理 

１段階の認証で使用されるパスワードは CASTにて変更ができます。（トレーダー認証つまり ユー

ザー名/パスワードになります） 

２段階の認証で使用されるパスワードはスタティック（静的）ではないため CASTでは変更できま

せん。 

（トレーダー Authentication トレーダー認証=External DS3 no psw manage） 

この場合、上記機能は使用不可となり、取引参加者は DS3ツールを使用して変更をかけることがで

き、下図のようになります。 
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CASTが Internet Exploreで起動できない場合は 

以下対応をお試しください。 

1. Internet Exploreを開きます。 

2. ツール→互換表示設定を選択します。 

  

3. 追加するWebサイトに cqgtrader.comを入力し、追加のボタンをクリックします。 

  

4. Internet Exploreを再起動してください。 

この対応にて起動できない場合には CQGのサポートまでご連絡ください。 
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CASTウィンドウ 

CASTを起動すると、次のような画面が表示されます。 

 

 

CASTウィンドウには、ナビゲーション、検索、データの 3つのパネルがあります。CASTを使用す

るには、ナビゲーションパネルで項目を選択し、検索パネルで検索条件を入力してから、データパネ

ルで検索結果を確認します。 

たとえば、注文詳細を取得するには、ナビゲーションパネルで[カスタマーサービス]をクリックし、

[現在の注文詳細]をクリックします。次に、検索パネルで注文、チケット、取引所、限月、アカウン

ト、またはトレーダー検索します。検索結果から、目的のレコードをクリックします。データパネル

に注文詳細が表示されます。 

パネルのサイズを変更するには、マウスカーソルをパネルの境界線に動かし上下の矢印が出ました

ら、ドラッグアンドドロップにてサイズを変えます。 

 

ナビゲーションパネル 

 

ナビゲーションパネル 

データパネル 

検索パネル 
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ナビゲーションパネルには、CASTで使用できるツールへのリンクがあります。見出しのテキストを

クリックするとセクションが展開されるので、使用するツールをクリックします。 

次に検索パネルを使用して、セールスシリーズ、カスタマー、アカウント、またはトレーダーを検索

します。   

（注意）表示されるメニューは権限により異なります。 

以下のページは、検索パネルを使用しません。 

• [詳細検索]  

• [新しいカスタマー] 

• [新しいトレーダー] 

• [新しいセールスシリーズ] 

• [New CAST User] 

• [Reporting Tool] 

• [アクティブトレーダー] 

他のすべてのツールは、検索パネルを使用します。 

 

検索パネル 

 

 

検索パネルは、ナビゲーションパネルと連動しています。  たとえば、ナビゲーションパネルで[セー

ルスシリーズ情報]を選択すると、検索パネルはセールスシリーズ用に切り替わります。 
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検索が完了すると、検索パネルに検索結果が表示されます。  また、[Excelにエクスポート]をクリッ

クすると自動的にエクセルが開き、検索結果がエクセルに転記されます。 

 

 

検索結果表内のレコードをクリックすると、詳細がデータパネルに表示されます。 

詳細情報が表示された後、ナビゲーションパネルで別のオプションを選択して、関連情報を表示でき

ます。たとえば下図のように、セールスシリーズ‘Spread1-Main Branch’が関連付けられているア

カウントを[アカウント情報]にて表示した後、ナビゲーションパネルから[セールスシリーズ情報]をク

リックすると、データパネルが[セールスシリーズ情報] に遷移し、‘Spread1-Main Branch’の詳細

情報が表示されます。 

 

 

 

 

[カスタマー情報]をクリックすると関連付けられたカスタマーが同様に表示されます。しかし[トレー

ダー情報]をクリックしても関連付けられたトレーダーは表示されません。 

検索結果は、新しい検索を行うと更新されます。   

検索パネルを非表示にするには、ウィンドウ最上部の[検索]をクリックします。  
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データパネル 

データパネルには、詳細情報が表示されます。また、[新しいアカウント]や[Reporting Tool]など、

詳細情報以外の内容もここに表示されます。   

以下画面はトレーダーの詳細情報一例です。 

 

データパネルには、検索対象によって以下のボタン及びメッセージが表示されます。 

• [更新]ボタン：保存されていないすべての変更をクリアし、前回保存されたときの状態に

表示を戻します。   

• [保存]ボタン：変更を保存します。 

• [削除]ボタン：レコードを無効にします。ただし、情報は削除されません。 

• [Status Message]：[更新]ボタンのすぐ上にあり、ページロックの有効期限や、ページ

が正しく保存されたかなど、システムの現在の状態に関する情報を示します。 
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取引参加者アカウントの設定 

[取引参加者]メニューには、FCMのリスクパラメーター、アカウントのデフォルトリスクパラメー

ター、および実行可能なトレード機能（[Dynamic DOMTRADER（板画面）]や[Buy/Sell Fast Click

（シングルクリックからの発注）]など）を設定するためのオプションがあります。 

[取引参加者]メニュー：以下ページを含みます： 

• FCMリスクパラメーターを設定するには 

• デフォルト アカウント リスクパラメーター 

• 取引参加者の証拠金設定 

• 発注機能について 

• バックオフィス設定 
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取引参加者銘柄シンボルの設定(バックオフィス設定） 

Backoffice Configのページ（FCMメニュー内）では CQG銘柄と取引参加者の銘柄シンボルをマッ

プする方法をご提供しています。CQGではバックオフィスの対応時に、数多くの銘柄シンボルを設

定しているため、このツールは主に保守のために使用されます。 

この設定は権限がないと使用できません。(CAST User Permissions > Administration > 

FCM > View BackOffice Configuration & Add/Modify BackOffice Configuration) 

 

Backoffice Configウィンドウは二つのパーツに分かれています。ひとつは FCMシンボルの対応

(D)、もうひとつは FCMシンボルを CQGの銘柄シンボルへのマッピング対応と価格設定(E)です。 

上部セクションに表示されるシンボル(D)は FCMステートメント上で使用される先物・オプション・

取引所のシンボルとなります。そのシンボルは CQGシンボルとマップさせてください。（このウィ

ンドウのパーツは新規シンボル用のものとは異なります。） 

FCMバックオフィス IDはウィンドウの上部左(A)にあります。数少ない例ではありますが、取引参

加者間にてバックオフィスを共有した場合には、ひとつの変更が共有をしている全 FCM (B)に適用さ

れますのでご注意ください。 

設定の許可がされていれば、Repurseボタン(C)はこのウィンドウに表示されます。この機能を使用

する場合、CASTユーザーは使用の許可設定がされている必要があります。(CAST Users > 

CAST Permissions > Administration > FCM > BO Config ページの Reparse 

Positions) 以下対応ができます。 

⚫ Clear ボタンをクリックすると、このタスクから出て全てのウィンドウがアクティブになりま

す（変更を[保存]をしたくない場合に使用します） 

⚫ CTRL+F にて商品リストより検索ができます。 

⚫ xBit・詳細にて銘柄コードをソート、もしくは Today’s Unresolved Symbols, All 

Unresolved Symbols, Not Tradable or New Symbol にてマッチさせます。xBit・

CQGコード、もしくは Configured Symbols での詳細にて銘柄コードをソートします。 
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シンボルウィンドウの詳細（D） 

ウィンドウ 説明 

Today’s Unresolved Symbols 

本日のエラーシンボル 

当日の建玉にてマッピングや価格の変換にエラーがあった銘柄

シンボルを表示します。取引不可エラーのシンボルは Not 

Tradable ウィンドウに移動します。 

FCMCode =清算会員商品コード 

Description = 商品の正規ファイル名 

FCMExchName = 取引所 ID（数値） 

FutOpt = 先物かオプションの銘柄の特定。 f = 先物, o = オ

プション 

Num Affected Accounts = エラーシンボルのある口座数 

Status = ステータス： Not Resolved（未解決）, 

Resolved（解決済）, Reparse Pending（処理待ち）, 

Reparse Successful（処理成功）, Reparse Failed（処

理失敗）. 

Positions Reparse Status Message = ステータスの追加

情報 例としては Reparseの失敗した理由 

All Unresolved Symbols 

全エラーシンボル 

Today’s Unresolved にリストされなかったシンボルで、マッ

ピングや価格の変換にエラーがあった銘柄シンボルを表示しま

す。取引不可エラーのシンボルはNot Tradable タブに移動

します。 

Symbol =清算会員商品コード（FCMCodeと同じ） 

Description = 商品の正規ファイル名 

FCMExchName = 取引所 ID（数値） 

FutureOption = 先物かオプションの銘柄の特定。 f = 先物, 

o = オプション. 

Configured Symbols 

設定済シンボル 

選択された FCM銘柄マップに追加されたシンボルを全てリスト

します。 

ID = ID（数値） 

FCMFut = 清算会員の先物用コード Clearing firm’s code for 

future. 

FCMOpt = 清算会員のオプション用コード 

CQGCode = CQG 銘柄シンボル 

xBit = 各銘柄に割り当てられたユニーク ID 

FCMExchange = 取引所 ID（数値） (FCMExchNameと同

様) 

Description = 商品の正規ファイル名 

Not Tradable 

取引不可 

取引不可とされた未処理銘柄シンボルをリストします。 取引不

可エラーのシンボルはこのタブに移動します。 シンボルの整理

ができるようになりますので、Unresolvedタブには取引ゲー

トウェイにて設定可能なシンボルのみ表示されます。 

Symbol = 清算会員の商品コード (FCMCodeと同様) 

Description = 商品の正規ファイル名 

ExchangeName =取引所 ID（数値） (FCMExchName と

FCMExchange と同様) 

FutOpt = 先物かオプションの銘柄の特定。 f = 先物, o = オ

プション (FutureOption と同様) 

New Symbol 新規シンボル FCMシンボルと CQGシンボルのマッピングに使用されます。 
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ウィンドウの詳細のマッピング 

ウィンドウ 説明 

Commodity Code 

商品コード 

Commodity Code =CQG 銘柄シンボル 

xBit = 各銘柄に割り当てられたユニーク ID 

FutPrefXBit = - 先物マップ用に選んだ xbit （各銘柄に割り当てられたユ

ニーク ID）。選ばなかった xbitをシンボル設定することないようにし、こ

れによりエラーを回避できます。 

OptPrefXBit = - オプションのマップ用に選んだ xbit （各銘柄に割り当て

られたユニーク ID）選ばなかった xbitをシンボル設定することないように

し、これによりエラーを回避できます。 

Description = 商品の正規ファイル名 

Match = FCMと CQG間の銘柄詳細のマッチングのレベルを示します。高

い数値ほどより良いマッチングを表します。 

Future Price 

先物価格 

OriginalFcmPrice = FCMから受けた価格 

TargetCqgPrice = 価格設定の決定時に使用すべきターゲット CQG価格 

ConvertedFcmPrice = 価格設定の結果を確認したときに

ConvertedTargetCqgPrice と比較すべき変換された FCM価格

（Recalculate-再計算- をクリック後） 

ConvertedFcmPrice = 価格設定の結果を確認したときに 

ConvertedFcmPrice と比較すべき変換された CQG価格

（Recalculate-再計算- をクリック後） 

YearMonth = 価格比較に使用された銘柄の失効日 

SettlementDate = 最終決済日 

ErrorMessage = 価格変換に関連したエラーメッセージ 

Option Price 

オプション価格 

OriginalFcmPrice = FCMから受けた価格 

TargetCqgPrice = 価格設定を決定時に使用すべきターゲット CQG価格 

ConvertedFcmPrice = 価格設定の結果を確認したときに

ConvertedTargetCqgPrice と比較すべき変換された FCM価格

（Recalculate-再計算- をクリック後） 

ConvertedFcmPrice = 価格設定の結果を確認したときに 

ConvertedFcmPrice と比較すべき変換された CQG価格

（Recalculate-再計算- をクリック後） 

MonthYear = 価格比較に使用された銘柄の失効日 (実際の YearMonth

フォーマット内にて) 

SettlementDate = 最終決済日 

ErrorMessage = 価格変換に関連したエラーメッセージ 

Strike Price 

権利行使価格 

OriginalFcmPrice = FCMから受けた価格 

TargetCqgPrice = 価格設定を決定時に使用すべきターゲット CQG価格 

ConvertedFcmPrice = 価格設定の結果を確認したときに

ConvertedTargetCqgPrice と比較すべき変換された FCM価格

（Recalculate-再計算- をクリック後） 

ConvertedFcmPrice = 価格設定の結果を確認したときに 

ConvertedFcmPrice と比較すべき変換された CQG価格

（Recalculate-再計算- をクリック後） 

MonthYear = 価格比較に使用された銘柄の失効日 (実際の年月フォーマッ

ト内にて) 

SettlementDate = 最終決済日 

ErrorMessage = 価格変換に関連したエラーメッセージ 
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取引不可のために未処理になった銘柄シンボルを特定するために 

1. Unresolved Symbol ウィンドウよりシンボルを右クリックします。 

2. Set as not tradable をクリックし、Not Tradable ウィンドウへシンボルを動かします。 

 

 

未処理シンボルの編集 

1. Unresolved Symbol ウィンドウ群のひとつから編集するシンボルを選択します。エラーが発

生する原因は複数あり、原因確認にはいくつかのステップが必要です。 

2. マッピングエラーがある場合、例）取引所名の間違い、Commodity Code ウィンドウにて変

更をします。銘柄をそれとは異なる銘柄に再度マップしようとすると、xBitがマッチしないため

にエラーが発生します。 

 

  

3. 価格のエラーの場合、Price ウィンドウ群のひとつより変更を行います。 

4. [保存]ボタンをクリックします。 

 

エラーシンボルの設定の成功後、Unresolved タブよりシンボルは表示されなくなります。 
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FCM シンボルを CQG銘柄にマップするためには 

 

 

1. New Symbol タブをクリックします。 

2. Search コラムに検索ワードを入力します。例）Corn 

3. Configure をクリックします。 

4. “Corn”にマッチした全 CQG銘柄のリストが表示されます。一番適合しているアイテムがリスト

のトップに表示されます。マッチングアルゴリズムは”best guess”つまり”最も有利な推測”です

ので、完全にマッチする検索ワードを入力する必要はございません。 

5. 銘柄のひとつを選択します。 

6. 少なくともシンボルのひとつ（先物もしくはオプション）と取引所 IDの入力は必要です。

（FCMのバックオフィスと基づき、FCMExchangeName と同じものです） 

7. [保存]をクリックします。 

 

マッピングが完了すると、Price Conversion タブがアクティブになります。それらのウィンドウ

は先物・オプションそして行使価格を表示します。データベースにて見つかる全ての価格サンプルは

ここでリストされます。 

 

1. OriginalFcmPrice と TargetCqgPrice を比較し、Select a Scale メニューより測定基準 

を選択します。 

2. 取引参加者が送信する価格のフォーマットに少数点を表示するケースとしないケースの使い分け

にて、Select a Format メニューが使用できます。GW Fill/Position Price Format の値

により示されたメニューにある値を選択します。選択されたフォーマットの詳細は、マウスを

description リンクに重ねると表示されます。 

3. Recalculate ボタンをクリックすると測定基準とフォーマット設定が適用され、表示が設定の

通りにアップデートされます。ConvertedFcmPrice と ConvertedTargetCqgPrice があ

っているか確認します。 

4. [保存]ボタンをクリックします。 
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アカウントの再処理 Reparsing Accounts 

毎日の End of Dayにて、CQG側で受け取る口座ステートメントには一部口座のリスク計算に使用

する建玉情報が含まれます。ステートメントを受け取ると、システムは建玉の銘柄シンボルを CQG

シンボル（銘柄コード）へとマッピングします。 

マッピングが失敗する場合もあります。データは受け取ったままの状態で保存されているので、マッ

ピングにて問題があった場合には、バックオフィスの設定ページを使用して解決することができま

す。その後、建玉は再処理され、建玉は適切なフォーマットにて保存されます。再処理はかつて一日

一回でしたが、現在では一日何回でも未処理のシンボルを再処理することができるようになりまし

た。 

 

全アカウントの再処理 

1. 未処理シンボルや銘柄コードを選択後、Future Price ウィンドウもしくはOption Price ウ

ィンドウに行きます。（オプションと権利行使価格は処理済） 

2. Mark for reparsing チェックボックスをクリックします。 

  

3. [保存]ボタンをクリックします。ステータスが Repurse Pending へと変更し、Reparse 

Today’s Positions for Selected Symbols ボタンがアクティブとなります。 

4. Reparse Today’s Positions for Selected Symbols ボタンをクリックします。 

5. OK をクリックし再処理を行います。 

 

再処理のステータスがウィンドウ内にて表示されます。 

 

ひとつのアカウントの再処理 

Reparse Today’s Positions for Selected Symbols をクリックする前に、下図のようにア

カウント IDを入力します。 
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FCMリスクパラメーター及びデフォルト アカウント リ

スクパラメーターを設定するには 

FCMリスクパラメーターは全アカウントに影響を与えるリスクパラメーターです。 

デフォルト アカウント リスクパラメーター（Default Account Risk Params）でパラメーターを設定

すると、新規に作成する全アカウント（オムニバスアカウント含む）のリスクパラメーターに同数値

が初期設定として入力されます。FCMリスクパラメーター及びアカウントリスクパラメーターによ

る、二段構えのリスク設定も可能です。 

 

FCMリスクパラメーターのページとデフォルト アカウント リスクパラメーターのページには、以下

同じオプションが表示されます。 

1回のトレードの上限 

⚫ [トレードサイズの上限]  

⚫ [トレード証拠金上限 ] 

⚫ [トレードの価格制限 ]  

⚫ [危険なマーケットへの注文を拒否する] 

アカウント全体での上限 

⚫ [商品ポジション上限] 

⚫ [限月ポジション上限] 

⚫ [証拠金サブシステム] 

⚫ [許容される証拠金与信] 

⚫ [クロスマージンを有効にする] 

⚫ [1日あたりの損失上限] 

⚫ [デルタ 1日あたりの損失上限] 

パラメーター 

⚫ [証拠金乗数] 

⚫ [オプション取引専用の証拠金乗数] 

⚫ [購買余力(PP)に OTE(評価損益)を含める] 

⚫ [購買余力(PP)にネットオプション価値(NOV)を含める] 

⚫ [DLL/DDLL (1日あたりの損失上限およびデルタ 1日あたりの損失上限)に UPL (未実現の

P/L)を含める] 

⚫ [DLL/DDLL (1日あたりの損失上限およびデルタ 1日あたりの損失上限)に OTE (評価損

益)を含める] 

⚫ [負の残高の存在チェック] 

⚫ [オプション商品の理論値を OTE, NOV, UPLに対して有効にする] 

⚫ [OTEで買値/売値の使用を無効にする] 

⚫ [NOV/UPLで買値/売値の使用を無効にする] 

⚫ [最大注文レート] 
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FCM リスクパラメーターを設定するには 

1.  [FCM]メニューの[Min FCM Risk Params]をクリックします。   

2. 1回のトレード上限、アカウント全体での上限、および上限パラメーターなどを設定します。 

3. [保存]ボタンをクリックします。   

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > FCM > View Minimum FCM Risk 

Parameters 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > FCM > Modify Minimum FCM 

Risk Parameters 

 

デフォルト アカウント リスクパラメーターを設定するには 

このパラメーターは、新規に作成する全アカウント（オムニバスアカウント含む）のリスクパラメー

ターに初期設定として入力されます。 

1. [FCM]メニューの[Default Account Risk Params]をクリックします。   

2. 1回のトレード上限、アカウント全体での上限、および各アカウントの既定の上限パラメーター

などを設定します。 

3. [保存]ボタンをクリックします。   

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > FCM > View Default Account 

Risk Parameters 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > FCM > Modify Default Account 

Risk Parameters 
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取引参加者のトレード機能の有効/無効を変更するには 

以下のトレードオプションを切り替えて、トレーダーが使用できるオプションを制御できます。 

 

 

 

取引参加者のトレード機能を変更するには 

1. [FCM]メニューの[Trading Features]をクリックします。 

2. FCMを変更もしくは選択をするには、検索パネルを使用します。 

3. FCMのアカウントに許可をする取引機能を選択します。 

4. 使用しない機能をはずします。 
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銘柄の証拠金を設定するには 

[FCM Margins]ページにて銘柄ごとに独自の証拠金を設定することができます。ここで設定変更を行

わない場合は原則取引所既定の証拠金を使用します。 

ここで独自の証拠金を設定するには、CQG管理者がその権限を付与する必要があります。権限付与

をご希望の場合は CQGに連絡してください。 

独自の証拠金をアカウントに対し有効にするためには、[アカウント]メニューの[リスクパラメー

ター]ページにて“FCMで設定した証拠金を使用”にチェックを入れる必要があります。チェックを

入れない場合は、原則取引所既定の証拠金を使用します。 

先物商品の証拠金を変更する場合、つまり独自の証拠金を適用する場合は通貨タイプの変更が可能で

す。また乗数ではなく金額の入力となります。 ‘default’の通貨タイプは現地通貨から変更できませ

ん。 

 

 

一方、キャッシュスポット（FX）と Equities Instrumentsの証拠金は下記のように乗数（パーセン

ト）になります。この証拠金値は正の小数点値にしてください。 

0.1 ＝10％ 

1 ＝ 100％ 

設定できる値は 0.0から 10.0（1000％）です。 
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銘柄証拠金を設定するには 

証拠金の設定範囲につき、まず、全銘柄に定額証拠金を一括設定することができます。また特定の取

引所の全銘柄への定額証拠金一括設定、もしくは銘柄ごとに個別の証拠金設定が可能です。 

全銘柄と特定の取引所の銘柄では Populate values to instruments ボタンが使用できます。こ

のボタンを使用することによりデフォルトから証拠金値をまとめて変更することができます。その

後、必要に応じて各銘柄の証拠金を設定すると便利です。 

1. FCMsのメニューより、FCM Margins をクリックします。 

2. 必要に応じて、全ての米国以外の商品セクションにて、空白の価格フィールドの近くにあるド

ットを埋め、その後証拠金を入力してください。 

 

入力後、対象の取引所（米国以外）にチェックを入れ、Populate values to 

instruments ボタンをクリックすると、証拠金額がチェックを入れた取引所の全商品に適用

されます。 

3. 必要に応じて、全ての米国商品セクションにて、空白の価格フィールドの近くにあるドットを

埋め、その後証拠金を入力してください。入力後、対象の取引所（米国のみ）にチェックを入

れ、Populate values to instruments ボタンをクリックすると、証拠金額がチェックを

入れた取引所の全商品に適用されます。 

4. 取引所を指定してリミットをかけたい場合、取引所名の左にある[+]ボタンをクリックし、空

白の価格フィールド近くにあるドットを埋め、その後証拠金を入力してください。 

5. ひとつの取引所における特定銘柄のリミットを変更する場合には、その銘柄の列より空白の価

格フィールド近くにあるボタンをクリックして証拠金を入力してください。 

6. [保存]ボタンをクリックします。 
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ルートリスク設定の管理 

ルートのメニューにはルートリスクパラメーターのオプションとブローカーへの Order Direct注文

（フロアへの発注）のオプションが含まれております。 

ルートメニューでは以下ページがあります。 

 

⚫ リスク設定 

⚫ Exec Sys Targets 
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ルートリスク設定を管理するには 

このページではルートに対してクロストレードのコントロールパラメーターの選択とポジションリミ

ットのチェックを設定することができます。 

 

クロス・トレード・コントロール 

クロストレード（同市場にて同値、同枚数での売り買い）が起こる際、新規のクロス・トレード注文

を拒否するか、既存のクロス・トレード注文をキャンセルするか、が選択できます。 

また、このコントロールの対象にオムニバスアカウントを含めるか、つまり同一のオムニバスアカウ

ントを経由する別々のアカウントからの注文をこのコントロールの対象にするか否かを選択すること

ができます。 

 

ポジションリミットのチェック 

このコントロールはルートを使用するアカウントの全ポジションが対象となります。もし他の取引参

加者もルートを使用する場合は、他の取引参加者下のアカウントもポジション計算対象となります。 

各銘柄に対して３つのリミットを設定できます。[商品ポジション上限]、[限月ポジション上限]、

[トレードサイズ上限]となります。各リミットは入力した数値での制限もしくは無制限から選ぶこと

ができます。 

この設定は、先物、日中先物、コール･プットのオプションにのみ対応しています。 

注意 ポジションリミットのチェックのパラメーターは、シンセティックルートもしくはポジション

リミットのチェックが有効になっていないルートには使用できません。 

 

クロス・トレード・コントロールの設定をするには 

1. ルートのメニューにて、[リスク設定]をクリックします。クロス・トレード・コントロールは

ページの上部にあります。 

2. クロス・トレード・コントロールメニューは矢印をクリックして開きます。 

3. “新規のクロス・トレード注文を拒否する”もしくは“既存のクロス・トレード注文をキャンセ

ルする”をクリックします。この設定の詳細は下図のとおりページ内に説明があります。
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ポジションリミットのチェックを設定するには 

1. ルートのメニューにて、リスク設定をクリックします。 

2. “ポジション・リミットのチェックを有効にする”にチェックをいれ、リミットを有効にします。 

3. ポジションリミットにて未決済注文を計算させる場合、”ポジション上限の計算に未決済注文を

含める”のボックスにチェックを入れます。 

4. ポジションリミットの計算に前取引日からのポジションを含める場合には、”前取引日からの建

玉を含めます” のボックスにチェックを入れます。 

5. 確認したポジションだけを前取引日からのポジションへ含める場合には、”未確認の建玉を除き

ます”のボックスにチェックを入れます。 

6. 外部の約定を省く場合には、”外部の約定による建玉を除きます” のボックス にチェックを入れ

ます。 

7. 商品ポジション上限、限月ポジション上限、トレードサイズ上限にデフォルトの数値を設定する

場合には、このルートのデフォルトセクション内にて制限を選択し、デフォルト値を入力しま

す。 

8. 銘柄グループへのリミット設定をするには、含める銘柄のボックスにチェックを入れます。表内

の最左コラムにあるチェックボックスを選択することにより全銘柄にチェックが入ります。 

9. 商品・限月・トレードサイズの上限を設定します。リミットを設定する場合には、“制限”を選

択し数値を入力します。 

10. “選択した銘柄に値を入力する”ボタンをクリックします。入力した設定が選択した銘柄に適用さ

れます。 

11. 行ごと（銘柄ごと）に設定もできます。 

 

アカウント情報には、有効なルートにて商品が重複していることを知らせるルートリスク設定の通知

もあります。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > FCM > View Route Based Risk 

Settings 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > FCM > Modify Route Based Risk 

Settings 
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商品の割り当ての管理（Exec Sys Targets） 

ルートメニューに[Exec Sys Targets]ウィンドウが加わりました。取引参加者は特定商品を特定

ブローカー経由にてフロアへ発注することができるようになりました。Order Direct（フロアト

レーディング）からルーティングされた注文のみここで設定できます。 

 

ヘッディング 説明 

Commodity OrderDirectルートグループ用に設定された商品 

Month ５年後までの選択された商品に許可された月 

Instrument 選択された商品に許可された銘柄 

Buy/Sell 買いか売りか 

Broker ブローカーID 

Remove 商品を削除する場合には、これにチェックをいれ[保存]ボタンを押します。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST User Permissions > Administration > Commodity > View Exec Sys Targets & 

Modify Exec Sys Targets) 

 

OrderDirect注文用に商品をブローカーに割り当てるには 

1. ルートのメニューにて、Exec Sys Targets をクリックします。 

このページにてフィールド（取引所もしくはアカウント）が何も表示していない商品があれば、

近くにエクスクラメーションマーク（ビックリマーク）が表示されます。この表示がある場合に

は CASTユーザーが確認できていない設定があることを示しています。 

2. [Add]ボタンをクリックします。 

3. [Commodity], [month], [instrument type], [side] をドロップダウンメニューより選

択します。 

4. ブローカーIDを入力します。 

5. [保存]ボタンをクリックします。 

 

OrderDirect注文用に商品を削除するには 

1. 変更する商品の Remove ボタンをクリックします。 

2. [保存]ボタンをクリックします。 
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CASTユーザーの管理 

CASTを使ってアカウント／トレーダー管理、カスタマーサービス、リスク管理などを行うために、

CASTへのログインユーザーの作成、管理及び情報の閲覧、編集権限を設定します。ここではその設

定方法を紹介します。ログインしているユーザーが自分自身の権限を変更することはできません。 

[CAST Users]メニュー：  

⚫ New CAST User 新しい CASTユーザーの作成 

⚫ CAST Permissions CASTの権限設定 

⚫ Event Notification 作業履歴のメール送信設定 

⚫ CAST User Info CASTユーザー情報 

⚫ Removed CAST User Info 削除された CASTユーザー情報 
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CASTユーザーを追加するには 

1. [CAST Users]メニューの[New CAST User]をクリックします。 

2. ユーザーの[First Name]、[Last Name]、[User Name]を入力します。 

3. [保存]ボタンをクリックします。[CAST User Info]ページが表示されます。指定したユー

ザー名が既に使用されている場合は、次のメッセージが表示されます。 

 

4. パスワードを入力するか、[パスワードの作成]をクリックします。 

5.  このユーザーの権限範囲（Scope）を FCM、SalesRepから選択します。  

Scopeで FCMを選択すると[Choose FCM]一覧が、SalesRepを選択すると[Choose 

Sales Series]一覧が表示されますので、ご希望の FCMもしくはセールスシリーズにチェック

を入れることにより、配下のトレーダー、アカウント、注文などの閲覧権限が付与されます。 

6. CAST Event Notification（操作ログ通知）を電子メールで送付する必要がある場合は[電話番

号]と[Email]の情報を入力します。 

7. CASTユーザーに注文のキャンセル権限を付与する場合は GW Traderにトレーダーを設定しま

す。下図例は CASTユーザー ID - 2892の GW Traderに’ DaichiOH’を設定しています。 

 

 

なお、GW Traderはオーダーハンドラーである必要があります。 
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設定されたトレーダーに紐づいたアカウントの注文のみキャンセルが可能です。こちらの例では

下図のとおりアカウント PSDaichiが紐づけられています。 

 

 

アカウント PSDaichiはトレーダー DaichiOHに紐づいているため、下図のとおり CAST User 

ID＃2892からキャンセルができます。 

 

 

一方、アカウント PSKo1‗daichiはトレーダー DaichiOHに紐づいていないため、キャンセル

できません。 
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8. Products and Servicesにてその CASTユーザーでのログイン時に、製品とサービスページに

て Traderに対して付与できるサービスを選択します。 

9. 必要に応じて、[Private Label]情報を選択します。 

10. IPアドレスのホワイトリストを使用する場合はチェックを入れます。 

11. CAST API accessを許可する場合はチェックを入れます。 

12. [保存]をクリックします。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Administration > CAST User > Create CAST User 
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CAST権限（Permission）を設定するには 

マスターCASTユーザーの権限は CQG管理者のみ、マスターユーザーが作成した CASTユーザーに

関してはマスターユーザーのみ、権限の変更が可能です。 

４つの権限のカテゴリがあり、各カテゴリにはサブカテゴリがあります。 

• Account Management アカウント管理： 

- [Account]アカウント、[Complex Accounts]グループアカウント 

[Customer]カスタマー、[Trader]トレーダー、[Sales Series]セールスシリーズ、

[Other]その他 

• Administration 管理者： 

- [Trader]トレーダー、[Cast User]、[Order]注文、[FCM（取引参加者）]、[Other]そ

の他、 [Commodity] 商品 

• Customer Serviceカスタマーサービス： 

- [Account]アカウント、[Trader]トレーダー、[Order]注文、[Other]その他 

• Risk Managementリスク管理： 

- [Account]アカウント、[Trader]トレーダー、[FCM（取引参加者）] 

 

 

1. [CAST Users]メニューの[CAST Permissions]をクリックします。 

2. 変更をするタブをクリックします。 

3. 許可をするアクションにチェックを、禁止するアクションはチェックをはずしてください。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Administration > CAST User > Modify CAST User Authority 
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イベント通知を管理するには 

CASTユーザーは、他のユーザーがアカウント作成など一定の作業を実行したときに、通知を受け取

ることができます。この通知は、イベントから 5分以内に電子メールで送られます。自分の作業に関

するイベント通知を設定することはできません。メールアドレスの設定方法は CASTユーザーを追

加するにはを参照してください。 

 

1. [CAST Users]メニューの[Event Notification]をクリックします。 

2. 通知を設定するイベントにチェックを入れます。 

 

原文 訳 

Notify the user of his/her own events トレーダー自身のイベントを知らせる 

Enable event notification イベントのお知らせを有効にする 

Account removed/restored アカウントの削除と復元 

Activated/Failed to activate an order 注文のアクティベートの成功･失敗 

ASP Transaction error ASPトランザクションエラー 

Cancelled Compound Order 合成注文のキャンセル 

CAST User removed/restored CASTユーザーの削除と復元 

Configured/Failed to Configure a 

BackOffice System 
バックオフィスへの設定の成功･失敗 

Create/Update/Delete Commodity 

Route Exception 
商品ルートの例外の作成・アップデート・削除 

Created/Updated a customer カスタマーの作成・アップデート  

Created/Updated/Canceled Migration 移行の作成・アップデート・キャンセル 
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Edited/Failed to edit Commodity Order 

Types 
商品の注文タイプの編集の編集・失敗 

Failed to add/cancel/correct fill 約定の追加・キャンセル・修正の失敗 

Failed to change route state ルート状態の変更の失敗 

Failed to create an external position 外部ポジションの作成の失敗 

Failed to create/update a customer カスタマーの作成・アップデートの失敗 

Failed to create/update an account アカウントの作成・アップデートの失敗 

Failed to insert/delete CAST user 

authority 
CASTユーザー権限の追加・削除の失敗  

Failed to insert/delete Trader authority 

over accounts 

トレーダー権限の及ぶアカウントの追加・削除の失

敗  

Failed to update CAST user 

information 
CASTユーザー情報アップデートの失敗  

Failed to Update FCM Risk 

Parameters/Settings 

FCM リスクのパラメーター・設定のアップデートの

失敗 

Failed to update Trader FCM/Sales 

Series Authorization 

アップデート トレーダー FCM・セールスシリーズ 

権限の失敗 

Failed to Updated/Created FCM FCMのアップデート・作成の失敗 

Fut List Version Fut List のバージョン 

Inserted/Delete FCM and sales series 

authority for a trader 

トレーダーへの FCMとセールスシリーズ権限の追

加・削除 

Inserted/Deleted Trader authority 

over accounts 
 トレーダー権限の及ぶアカウント追加・削除 

Modify Trader Allowable Commodities トレーダー参加できるマーケットの修正 

New CAST user created 新規 CASTユーザー作成 

Route state changed ルート状態変更 

Sent/Failed to send a client message クライアントメッセージの送信の成功・失敗 

Trader removed/restored トレーダーの削除・復元 

Updated allowable markets アップデート参加できるマーケット 

Updated Cast User IP whitelist Castユーザーの IPホワイトリストのアップデート 

Updated list of SalesRep available for 

Trader Account Mapping 

トレーダーアカウントマッピング用の使用可能な

セールス代表のリストのアップデート 

Updated risk parameters/settings リスクパラメーター・設定のアップデート 

Updated Trader eCBOT ID トレーダーeCBOT IDのアップデート 

Updated/Created FCM FCMのアップデート・作成 

  

Account Trade Price Limits アカウントのトレードプライス上限 

Added a cancel request to an order 注文へのキャンセルリクエストの追加 
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Assigned/Failed to assign a Demo 

Login 
デモログインの割り当ての成功･失敗 

CAST user authentication failed CASTユーザー権限対応の失敗 

Change of CAST user permissions CASTユーザー権限の変更 

Confirmed a cancel for an order の確認キャンセル注文 

Created an account 作成アカウント 

Created/Updated a sales series 作成・アップデートセールスシリーズ 

Customer removed/restored カスタマー削除・復元 

Failed Attempting To Modify External 

Position 
失敗対応修正外部ポジション 

Failed to Cancel Compound Order 合成注文のキャンセルの失敗 

Failed to confirm a cancel for an order 注文キャンセルの確認の失敗 

Failed to create/update a balance 残高の作成・アップデートの失敗 

Failed to create/update a sales series セールスシリーズの作成・アップデートの失敗 

Failed to Create/Update/Delete 

Commodity Route Exception 

商品ルートの例外の作成・アップデート・削除の失

敗 

Failed to insert/delete FCM and sales 

series authority for a trader 

トレーダーへの FCMとセールスシリーズ権限の追

加・削除の失敗 

Failed to perform an action on 

removed entity 
削除されたエンティティに対するアクションの失敗 

Failed to update Cast User IP whitelist 
CASTユーザーの IPホワイトリストのアップデート

の失敗 

Failed to update Trader Allowable 

Commodities 

トレーダーの参加できるマーケットのアップデート

の失敗 

Failed to update Trader Risk 

Parameters 

トレーダーリスクパラメーターのアップデートの失

敗 

FCM removed/restored FCMの削除・復元 

Ignore Trader Logins トレーダーログインの無視 

Inserted/Deleted CAST user authority CASTユーザー権限の追加・削除 

Modified External Position 外部ポジションの修正 

Modify Trader FCM Sales Series 

Authorization 
トレーダーの FCMセールスシリーズ権限の修正 

New external position entered 新規外部ポジションの入力 

Sales series removed/restored セールスシリーズの削除・復元 

Succeeded/Failed to reset net 

positions 
ネットポジションのリセットの成功・失敗 

Update Lockout Status ロックアウトステータスのアップデート 

Updated an account アカウントのアップデート 

Updated Exec Sys Targets ExecyTrgetのアップデート 
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Updated MODES account group info MODESアカウントグループ情報のアップデート 

Updated Trade Size Limits トレードサイズ上限のアップデート 

Updated Trader Enablements トレーダーの取引可能銘柄のアップデート 

Updated/Created Omnibus Account オムニバスアカウントのアップデート・作成 

  

Activated/Failed to Activate a 

Synthetic Order 

シンセティック注文のアクティベート・の成功・失

敗 

Added/Cancelled/Corrected fill 約定の追加・キャンセル l・修正 

Canceled External Orders 外部注文のキャンセル 

CAST user authorization failed CASTユーザー認証の失敗 

Change of CAST user report 

subscription 
CASTユーザーのレポート利用の変更 

Create a New Migration Requests 新規移行リクエストの作成 

Created/Update a balance 残高の作成・アップデート 

Created/Updated a trader トレーダーの作成・アップデート 

Deleted an incomplete entity 未完成のエンティティの削除 

Failed to add a cancel request to an 

order 
注文へのキャンセルリクエストの追加の失敗 

Failed to change password パスワードの変更の失敗 

Failed to Create a New Migration 

Requests 
新規移行リクエストの作成の失敗 

Failed to create/update a CAST user CASTユーザーの作成・アップデートの失敗 

Failed to create/update a trader トレーダーの作成・アップデートの失敗 

Failed To Insert External Order/Fill 外部注文・約定の追加の失敗 

Failed to insert/delete sales series 

authority for a customer 

カスタマーへのセールスシリーズ権限の追加・削除

の失敗 

Failed to send a message to a 

Customer or Trader 
カスタマー or トレーダーメッセージの失敗 

Failed to update FCM Margins FCM証拠金のアップデートの失敗 

Failed to Update Trader eCBOT ID トレーダーの eCBOTの IDのアップデートの失敗 

Failed to Update/Create Omnibus 

Account 
オムニバスアカウントのアップデート・作成の失敗 

Fixed Income Sessions 

created/updated 

フィックスインカムのセッションの作成・アップ

デート 

Inserted External Order/Fill 外部注文・約定の追加 

Inserted/Deleted sales series authority 

for a customer 
カスタマーのセールスシリーズ権限の追加・削除 

Modify FCM Margins FCM証拠金の修正 

Modify Trader Risk Parameters トレーダーのリスクパラメーターの修正 
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RiskServer reject order request リスクサーバーでの注文リクエストの拒否 

Sent a message to a Customer or 

Trader 
カスタマー or トレーダーへのメッセージの送信 

Trader quote billing info changed トレーダー請求設定情報の変更 

Updated a trader password トレーダーのパスワードのアップデート 

Updated CAST user information CASTユーザー情報のアップデート 

Updated FCM Risk 

Parameters/Settings 
FCMリスクパラメーター・設定のアップデート 

Updated Position Limits ポジション上限のアップデート 

Updated Trader Account Mapping トレーダーアカウントマッピングのアップデート 

Updated/Created Complex Account 複合アカウントのアップデート・作成 

Web Honesty Email Event Web Honesty Email イベント 
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CASTユーザー情報を表示および変更するには 

CASTユーザー詳細は下記が含まれています。 

• 名前・電話番号・emailアドレス等 

• CASTユーザー名・パスワード・権限範囲（Scope） 

• プライベートラベル 

• IPアドレスのホワイトリストと CAST API access 

 

 

 

ユーザー情報の修正をするには 

1. [CAST Users]メニューの[CAST User Info]をクリックします。 

2. ユーザー情報を更新します。 

3. [保存]ボタンをクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Administration > CAST User > View CAST User Details 

CAST Users > CAST Permissions > Administration > CAST User > Modify CAST User Details 

CASTユーザーを削除するには 

1. [CAST Users]メニューの[CAST User Info]をクリックします。 

2. [削除]ボタンをクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Administration > CAST User > Remove/Restore CAST User 
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削除された CASTユーザー情報を表示するには 

1. [CAST Users]メニューの[Removed CAST User Info]をクリックします。 

2. [Removed CAST User Info]ページに、検索したユーザーの詳細が入力されます。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Administration > CAST User > View Removed CAST User 
Details 

 

CASTユーザーを復元するには 

1. [CAST Users]メニューの[Removed CAST User Info]にて対象の CASTユーザーを表示しま

す。 

2. [復元する]をクリックします。 

3. 確認メッセージに対して[OK]をクリックします。 
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セールスシリーズの管理 

セールスシリーズは、アカウントをグループ分けするための階層です。たとえば、ある取引参加者が

ニューヨーク、ボストン、ボカラトン、シカゴ、サンフランシスコにオフィスを持っているとしま

す。この各オフィスをそれぞれ 1つのセールスシリーズとして階層分けができます。階層管理に関し

ては組織を参照してください。 

セールスシリーズ情報には、関連取引参加者、セールスシリーズ ID、オフィス名、担当者名、住

所、電話番号、FAX番号、電子メールアドレスが含まれます。 

[セールスシリーズ]メニュー：   

• 新しいセールスシリーズ 

• セールスシリーズ情報の表示、変更 

• セールスシリーズの削除 
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新しいセールスシリーズを追加するには 

 

 

1. [セールスシリーズ]メニューの[新しいセールスシリーズ]をクリックします。 

2. セールスシリーズが属する取引参加者を選択します。 

3. [番号]項目にセールスシリーズの番号を入力します。数字と文字を使用して、16字まで入力可

能です。数字のみ、文字のみの設定も可能です。 

4. オフィス名を入力します。何も入力しない場合、担当者名の名、姓が保存時に自動的に入力され

ます。 

5. 担当者名を入力します。 

6. オフィスの住所を入力します。必須入力項目ではありませんが、国だけは必ず選択してくださ

い。 

7. オフィスの電話番号、FAX番号、電子メールアドレスを入力します。必須入力項目ではありま

せんが、電子メール 1には必ず“.”を入れてください。 

8. [保存]をクリックします。 

 

セールスシリーズ情報を表示および変更するには 

1. [セールスシリーズ]メニューの[セールスシリーズ情報]をクリックします。 

2. 変更を行います。 

3. [保存]をクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Sales Series > View Sales Details 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Sales Series > Modify Sales Series 
Details  
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セールスシリーズを削除するには 

削除できるセールスシリーズは、カスタマー、アカウント、およびトレーダーと紐づいていないもの

に限られます。 

1. [セールスシリーズ]メニューの[セールスシリーズ情報]をクリックします。 

2. [削除]をクリックします。確認メッセージが表示されます。 

3. [OK]をクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Sales Series > 

Remove/Restore Sales Series 

削除されたセールスシリーズ情報を表示するには 

1. [セールスシリーズ]メニューの[削除されたセールスシリーズ情報]をクリックします。 

2. [削除されたセールスシリーズ情報]ページに、そのセールスシリーズの詳細が表示されます。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Sales Series > View Removed Sales 
Series Details 

セールスシリーズを復元するには 

1. [セールスシリーズ]メニューの[削除されたセールスシリーズ情報]をクリックします。 

2. [復元する]をクリックします。 

3. 確認メッセージに対して[OK]をクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Sales Series > 

Remove/Restore Sales Series 
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カスタマーの管理 

カスタマーはセールスシリーズの一つ下の階層となります。階層管理に関しては組織を参照してくだ

さい。 

[カスタマー]メニュー：  

• 新しいカスタマー 

• カスタマー情報 

• Messenger Sessions  メッセンジャーセッション 

• カスタマー情報の削除 
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カスタマーを追加するには 

 

1. [カスタマー]メニューの[新しいカスタマー]をクリックします。 

2. [項目タイプ]に、[Corporate]会社、[General Partnership]一般パートナーシップ、

[Individual]個人、[Joint]ジョイント、[Limited Partnership]限定パートナーシップ、または

[Trust]信託を選択します。  

3. 必要に応じて[SSN]、[TaxID]、または[W8]項目に適切な IDを入力します。 

4. [会社名]を入力します。この項目は、個人の場合は表示されません。 

5. このカスタマーに関連付けられる取引参加者を選択します。選択肢が 1つだけの場合も考えら

れます。  

6.  [セールスシリーズ]項目よりそのカスタマーの閲覧権限を付与するセールスシリーズを選択し

ます。ここでチェックを入れたセールスシリーズと、CAST User Infoのページにて選択した

セールスシリーズとが一致している場合のみ、その CASTユーザーにトレーダーの閲覧権限が

付与されます。 

7. カスタマーの[名前]、[アドレス]、[電話番号/Fax/Email]情報を入力します。［アドレス］は

少なくとも‘国’は選択してください。 

8. [保存]をクリックします。このカスタマーと関連付けるトレーダーを続けて作成する場合は下

図より OKをクリックしてください。  [トレーダー情報 ]ページに遷移します。 

 

 

このように、カスタマー、トレーダー、アカウントを全て関連付けて、一連の作業として作成したい

場合は「ガイドによるセットアップ」を参照してください。 
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ガイドによるセットアップ 

トレーダーの追加 

[OK]を選択すると、以下のウィンドウが開きます。 

 

1. ユーザー名を確認するか、新しいユーザー名を入力します。 

2. [OK]をクリックします。[トレーダー情報 ]ページが表示されます。カスタマーフォームにあ

る項目は、カスタマー作成時の情報に基づいて自動的に入力されています。 

3. パスワードを入力するか、[パスワードの作成]をクリックします。生成されたパスワードをメ

モしてください。 

4. [プライベートラベル]項目で、トレーダーのログオン先として許可されるプライベートラベル

を選択します。   

5. [指定のロケーション]を選択します。 

6. [取引参加者]項目はカスタマーの情報に基づいて自動的に入力されています。変更することも

可能です。 

7. [セールスシリーズ]項目はカスタマーの情報に基づいて自動的に入力されています。変更する

ことも可能です。 

8. トレーダーを有効(使用可能)にする場合は、[アクティブ]チェックボックスをオンにします。 

9. トレーダーが Commodity Trading Advisorである場合は、[コモディティトレーディング ア

ドバイザー]チェックボックスをオンにします。 

10. [eCBOT ユーザーID]を確認します。これは、Chicago Board of Tradeによって割り当てら

れ、注文を入力する参加者を識別するために必要となります。 

11. このトレーダーの IDを取引所に対して設定するには、[取引所会員 ID の設定]をクリックしま

す。そうでない場合は、手順 15に進みます。 
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12. [取引所]ドロップダウンを使用して、適切な取引所を選択します。 

13. [メンバーID]を入力します。 

14. [追加]ボタンをクリックします。取引所と IDがページにリストされます。   

15. [トレーダー情報 ]ページの一番下にある[保存]ボタンをクリックします。   

上記設定項目の詳細は新しいトレーダーを追加するにはを参照してください。 

 

アカウントの作成 

カスタマーと関連付いたトレーダーを作成する(保存ボタンを押す)と、下図のように、このカスタ

マーに関連付いたアカウントを作成するかどうかが尋ねられます。   

 

OKをクリックすると、[新しいアカウントを作成する]ページに遷移します。以下、作成手順となり

ます。また、キャンセルを押すと[トレーダー情報 ]ページに留まります。 

 

1. ‘取引参加者’、‘カスタマー’、‘現在のロケーション’はトレーダーの情報に基づいて自動

的に入力されています。現在のロケーションのみ変更可能です。 

2. 取引参加者アカウントの番号及びアカウント名を入力してください。 

3. セールスシリーズを選択してください。 

4. アカウントタイプを入力します。カスタムのアカウントタイプを作成することもできます。 

[Customer Account]：他のすべてのカスタマー用アカウント 

[Another Member]：他のメンバー用アカウント 

[House Account]：清算会員用アカウント 

[Own Account]：メンバー用アカウント 
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5. アカウントステートメントの処理方法を選択します。 

 [取引参加者からステートメントを受け取ったらすぐに処理します。] ：デイリーステートメン

ト（Parseファイル）を FTP経由で CQGにアップロードする場合に選択します。CQGシステ

ムは、Parseファイル内のデータと CQGシステム内のデータとを比較し、Parseファイル内の

データと異なれば上書きしていきます。つまり Parseファイル内に存在しない取引は削除さ

れ、Parseファイル上にのみ存在する取引は追加されます。注文情報は、Parseファイルが処理

されるときにアーカイブ（前日分として振上げ）されます。 

[完全なデイリーステートメントを作成する]：CQGシステム内のデータのみを使用してデイ

リーステートメントを作成します。注文情報は、ステートメントが作成されるときにアーカイブ

されます。 

[1 日の終わりにポジションをゼロにする]：ポジションを持ち越さない場合に選択します。注

文および約定情報はアーカイブされますが、ポジション及び決済注文情報は作成されません。 

6. アカウントがギブアップをする場合は、[ギブアップアカウント]チェックボックスをオンにし

ます。トレードがギブアップされる先の取引参加者も選択することができます。 

7. 1つのトレードを複数のアカウントに分配するなどの目的で、発注単位の倍数を固定したい場合

は、[ブロックアカウント]チェックボックスにチェックを入れ、注文単位を入力してくださ

い。   

注文単位には分配するアカウントの数を入力してください。たとえば、4つのアカウントに分配

する場合には“4”と入力してください。設定した発注単位の倍数以外、例えば５枚、１３枚な

どで発注した場合注文は拒否されます。拒否理由は‘Order or leg quantity must be a multiple of the 

account block size’ と表示されます。 

8. アカウントの取引時間帯にチェックを入れ、開始／終了時刻を入力することにより、取引時間帯

を限定できます。 

9. 約定、建て玉などの取引データに関し、CQG ICなどのシステムと CASTとの照合に関する設

定をここで行います。 

[いいえ]：システムと CASTの照合で差異があった場合、CASTのデータを常に優先し、シス

テムは CASTに同期します。これはギブアップアカウントなど、頻繁に照合エラーが発生しう

るアカウントの場合に、発生毎に警告が出ないようにします。 

 [はい]：システムと CASTとの間に差異があった場合、システムに警告メッセージが表示され

ます。 

[取引参加者の設定を使用]：取引参加者のデフォルト設定を使用します。  

10. 必要に応じて[外部に提供される執行アカウントを許可する]にチェックを入れてください。 

11. MODESファイルに取引を追加する場合は対象の MODESアカウントグループにチェックを入

れてください。 

注：MODESアカウントグループが２つ以上ある場合にのみ、ここに２つ目以降が表示されま

す。 

12. [ルーティングオプション ]セクションで、このアカウントが使用するルートの設定を行いま

す。詳細はルーティングオプションの設定をご参照ください。 

13.  [保存]ボタンをクリックします。[アカウント権限]ページが表示されます。 

 

参照：   アカウントタイプ情報を表示するには 
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アカウント権限の設定 

[アカウント権限]は、後から編集（追加／削除）できます。 

1. トレーダーに、そのアカウントを使った取引の権限を与えるには、[追加]ボタンをクリックし

ます。検索機能を使用して、他のトレーダーをアカウントに追加することもできます。 

2. [表示のみ]チェックボックスをオンにすると、トレーダーはアカウントの取引を閲覧すること

はできますが、その取引することはできません。   

3. [保存]ボタンをクリックします。[残高]ページに遷移します。 

 

残高の設定 

[残高]は必ず入力しなければならないというわけではありません。また後から入力することも可能で

す。 

1. 必要に応じて、最終的な現金残高および担保を[U.S. Dollars]行に追加します。 

2. 他の通貨の残高を追加するには、[新しい残高を挿入する]をクリックします。   

3. 規制が定められている通貨かどうかを選択します。規制がある場合は、報告する必要がありま

す。 

4. [保存]ボタンをクリックします。[リスク設定]ページに遷移します。 

 

アカウント情報ページにて[取引参加者からステートメントを受け取ったらすぐに処理します。] を

設定している場合、通貨レートは、取引参加者から夜間ステートメントデータ（Parseファイル）と

共に送られます。   

 

リスク設定の設定 

[リスク設定]を入力しない場合でも、後から設定可能です。 

1. ドロップダウンメニューを使用して、[決済のみ]、[先物取引]、および[買い/売りオプション]

の各権限を設定します。 

2. [保存]ボタンをクリックします。[リスクパラメーター]   ページが表示されます。 

 

リスクパラメーターの設定 

[リスクパラメーター]  を入力しない場合でも、後から設定可能です。 

1. 1回のトレードの上限、アカウント全体での上限、および上限パラメーターを設定します。 

2. [保存]ボタンをクリックします。[マーケットリミット]ページが表示されます。 
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参加できるマーケットの設定 

[マーケットリミット]を入力しない場合でも、後から設定可能です。 

1. [全ての商品]、[全ての米国商品]、または[全ての米国以外の商品]チェックボックスをオンにす

ると、その対象商品が取引可となります。 

2. 取引所ごとにリストされている商品について、すべてを取引可とするか、すべてを不可にする

か、または一部を取引可にするかを選択することができます。 

3. [保存]ボタンをクリックします。これで、アカウントの設定が終わりました。 
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カスタマー情報を表示または更新するには 

 

 

1. [カスタマー]メニューの[カスタマー情報]をクリックします。   

2. カスタマーが表示されていない場合は、検索パネルで名前または IDによって検索します。変更

を行います。 

3. [保存]をクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Customer > View Customer Details 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Customer > Modify Customer Details 

 

カスタマーを削除するには 

削除できるカスタマーは、有効なアカウントまたはトレーダーがないものに限られます。 

1. [カスタマー]メニューの[カスタマー情報]をクリックします。   

2. [削除]ボタンをクリックします。 

3. この選択を確認するように要求されたら、[OK]をクリックします。 

4. トレーダーとの関連付け（マスターアカウントなど）の削除警告のメッセージが表示されたら、

[OK]をクリックします。   

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Customer > Remove/Restore 
Customer 
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削除されたカスタマー情報を表示するには 

1. [カスタマー]メニューの[削除されたカスタマー情報]をクリックします。   

2. [削除されたカスタマー情報]ページに、そのカスタマーの詳細が表示されます。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Customer > View Removed Customer 
Details 

削除したカスタマーを復元するには 

1. [カスタマー]メニューの[削除されたカスタマー情報]をクリックします。   

2. [復元する]をクリックします。確認メッセージが表示されます。 

3. [OK]をクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Customer > Remove/Restore 
Customer 

 

メッセンジャーセッションを管理するには 

取引参加者は、メッセンジャーセッションに応じて異なる設定を必要とするため、実際の

[Messenger Sessions]ウィンドウはこの例と異なる可能性があります。一部の取引参加者は同時に

1つのセッションしか許可していません。その場合、新しいセッションを作成するためには既存のセ

ッションを削除する必要があります。 

 

パスワードと IDは、取引参加者から提供されます。 

 

新しいセッションを追加するには 

1. [Add New Session]ボタンをクリックします。 

2. 入力を要求されたすべての項目、および使用するオプション項目に値を入力します。 

3. [Save]をクリックします。 
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セッションを削除するには 

 

1. ウィンドウの右端にある[Remove]チェックボックスをオンにします。 

2. [Save]をクリックします。 
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アカウントの管理 

新規アカウント作成時はまず初めに属するカスタマーを指定する必要があります。新しいアカウント

を作成する際、重要な 2つのパラメーターとしてアカウントタイプとプロセスがあり、次のセクショ

ンで説明します。 

[アカウント]メニュー：  

• 新しいアカウント 

• 新しいグループアカウント 

• 新しいテンプレートアカウント 

• 新しいオムニバスアカウント 

• アカウント情報の表示、更新 

• アカウント権限 

• 残高 

• リスク設定 

• リスクパラメーター 

• 削除されたアカウント情報 

• 詳細検索 

• マーケットリミット 
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通常アカウントの作成 

通常アカウントを作成するには 

1. [アカウント]メニューの[新しいアカウント]をクリックし、検索パネルより既存のカスタマーを

検索し選択してください。 

アカウント情報 

2. [取引参加者アカウントの番号]項目で、アカウント番号を割り当てます。 

3. アカウント名を入力してください。 

4. セールスシリーズを選択してください。 

5. アカウントタイプを選択します。カスタムのアカウントタイプを作成することもできます。 

[Customer Account]：他のすべてのカスタマー用アカウント 

[Another Member]：他のメンバー用アカウント 

[House Account]：清算会員用アカウント 

[Own Account]：メンバー用アカウント 

アカウント設定 

6. 取引データ及び証拠金の処理方法を選択します。 

[取引参加者からステートメントを受け取ったらすぐに処理します。] ：デイリーステートメン

ト（Parseファイル）を FTP経由で CQGにアップロードする場合に選択します。CQGシステ

ムは、Parseファイル内のデータと CQGシステム内のデータとを比較し、Parseファイル内の

データと異なれば上書きしていきます。つまり Parseファイル内に存在しない取引は削除さ

れ、Parseファイル上にのみ存在する取引は追加されます。注文情報は、Parseファイルが処理

されるときにアーカイブ（前日分として振上げ）されます。 

[完全なデイリーステートメントを作成する]：CQGシステム内のデータのみを使用してデイ

リーステートメントを作成します。注文情報は、ステートメントが作成されるときにアーカイブ

されます。 

[1 日の終わりにポジションをゼロにする]：ポジションを持ち越さない場合に選択します。注

文および約定情報はアーカイブされますが、ポジション及び決済注文情報は作成されません。 

7. アカウントがギブアップをする場合は、[ギブアップアカウント]チェックボックスをオンにし

ます。トレードがギブアップされる先の取引参加者も選択することができます。 

8. 1つのトレードを複数のアカウントに分配するなどの目的で、発注単位の倍数を固定したい場合

は、[ブロックアカウント]チェックボックスにチェックを入れ、注文単位を入力してくださ

い。   

注文単位には分配するアカウントの数を入力してください。たとえば、4つのアカウントに分配

する場合には“4”と入力してください。設定した発注単位の倍数以外、例えば５枚、１３枚な

どで発注した場合注文は拒否されます。拒否理由は‘Order or leg quantity must be a multiple of the 

account block size’ と表示されます。 

9. このアカウントで取引ができる時間帯を制限する場合は、[アカウントの取引時間帯]チェックボ

ックスをオンにし、開始時刻と終了時刻を入力します。 

10. [このアカウントの照合を実行しますか?]：約定、建て玉などの取引データに関し、CQG ICな

どのシステムと CASTとの照合に関する設定をここで行います。 
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[いいえ]：システムと CASTの照合で差異があった場合、CASTのデータを常に優先し、シス

テムは CASTに同期します。これはギブアップアカウントなど、頻繁に照合エラーが発生しう

るアカウントの場合に、発生毎に警告が出ないようにします。 

 [はい]：システムと CASTとの間に差異があった場合、システムに警告メッセージが表示され

ます。 

[取引参加者の設定を使用]：取引参加者のデフォルト設定を使用します。 

11. 必要に応じて[外部に提供される執行アカウントを許可する]にチェックを入れてください。 

12. MODESファイルに取引を追加する場合は対象の MODESアカウントグループにチェックを入

れてください。 

注:MODESアカウントグループが複数ある場合のみ、ここに２つ目以降が表示されます。 

ルーティングオプション 

13. [ルーティングオプション ]セクションで、このアカウントが使用するルートの設定を行いま

す。詳細はルーティングオプションの設定をご参照ください。 

14. [保存]ボタンをクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account > Create Account 
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カスタムアカウントタイプを作成するには 

下記手順にて、特定の取引所にのみ別のアカウントタイプを設定することができます。ここで設定し

た特定の取引所以外は“アカウントタイプ”にて設定したタイプが適用されます。現在設定されてい

る各取引所のアカウントタイプを閲覧する場合はアカウントタイプ情報を表示するにはを参照してく

ださい。 

1. [トレーダーと取引所別のオーバーライト設定]ボタンをクリックします。 

   

2. ドロップダウンを使用し、[取引所]、[アカウントタイプ]、[オリジン]を選択します。 

  

 

3. [追加]をクリックします。新しいオーバーライド（指定の取引所にのみ適用されるアカウント

タイプ）が表示されます。 

 

4. [保存]をクリックします。  
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ルーティングオプションを設定するには 

[ルート]項目にこのアカウントが使用可能なルートが表示されます。使用するルートの[有効化]項

目にチェックを入れてください。 

必要に応じて[オムニバスアカウント]項目にルートに関連付けられているオムニバスアカウントを、

ルートを所有する取引参加者の指示に従って選択してください。表示されているルートにおいてオム

ニバスアカウントの使用が許可されていない場合は、オムニバスアカウントの項目が表示されませ

ん。 

そのルートに対して何らかの属性情報の追加が必要な場合は、[属性]の項目に入力してください。詳

細に関しては東京商品取引所 Account Identityの設定を参照してください。 

 

ルートの優先順位は表右の矢印を使用して変更ができます。発注の際には、上位にあるルートが優先

的に使用されます。 

原則、‘Synthetic Order Manager’ルートを有効にする場合は有効化に設定するルートの最下段に

配置してください。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account > Modify/View Routing 
Options 

 

東京商品取引所 Account Identityの設定 

2016年の Next J-Gate導入によりサブアカウントが廃止されました。これにより TOCOM用の

ルートにおける項目：属性上の名称を Subaccout Numberから Account Identityに変更しまし

た。当該項目はフリーテキストであり、必須設定項目ではありません。ここの値は注文電文内、

Exchange Tagの ex_client_sに入力されます。 
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新しいグループアカウントを作成するには 

グループアカウントを使用すると、個々のアカウントをまとめることができます。サブアカウントに

は、マスターアカウントの設定が反映されます。 

最初にマスターアカウントを設定し、次にサブアカウントを選択します。マスターアカウントとサブ

アカウントのロケーションは同一である必要があります。  

新しいグループアカウントの作成 

1. [アカウント]メニューの[新しいグループアカウント]をクリックします。 

2. [マスターアカウントにする] チェックボックスをオンにします。 

3. グループのリレーションタイプを選択します。  

A. [個別証拠金(サブアカウントはマスターアカウントから設定した割合まで購買余力を借り

ることができます) ] ：サブアカウントで必要とする証拠金をカバーするために、マスター

アカウントの保有する購買余力の一定割合を使用できます。購買余力のパラメーターは、下

記手順８にて説明しています。 

B. [個別に証拠金を算出し、必要証拠金と購買余力を合算します。 ] ：マスターアカウントと

サブアカウントの購買余力が合算され、互いに証拠金を分け合います。 

C. [マスターアカウントとサブアカウントの証拠金を合算する(証拠金の計算において資金、

注文、ポジションを組み合わせます)]： マスターアカウントとサブアカウントで証拠金を

分け合います。このタイプのみサブアカウントに対してリスクパラメーター及びマーケット

リミットの設定が不可です。グループ内全てのアカウントが、マスターアカウントのリスク

設定を踏襲します。 

＜補足説明(親＝マスターアカウント、子＝サブアカウント)＞ 

  証拠金は親子で分け合える？ 子のマーケットリミット設定可？ 

A No（子が親の分を使うだけ） Yes（注１） 

B Yes Yes（注１） 

C Yes No 
注１：どちらか厳しいほうのリミット設定が優先されます。 

ポジションリミットの計算において、どのタイプでもマスターアカウントとサブアカウントのポ

ジションはネット計算されます。 

4.  [保存]ボタンをクリックします。[グループアカウント情報]ページが表示されます。 

5. [サブアカウントの追加]セクションで、既存のアカウントをアカウント ID、アカウント名、取

引参加者アカウント番号、セールス担当者番号、セールス担当者名、またはセールス担当者 ID

より検索します。 

注：検索時は頭文字が絶対一致になるように入力してください。例えば「PSkenacct2」を検索

する場合、‘ken’と入力してもヒットしません。‘PSken’と入力してください。 

6. 次のように、追加するアカウントの[追加]ボタンをクリックします。  
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7. [保存]ボタンをクリックします。サブアカウントが [サブアカウント]セクションにリストされ

ます。 

8. このセクションで、購買余力の割合を小数で入力します。たとえば、25%は 0.25、100%は

1.0と入力します。 

 

9. [保存]ボタンをクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Complex Accounts > Create Group 
Account 

CAST Users > Account Management > Complex Accounts > View Group Account 

CAST Users > Account Management > Complex Accounts > Modify Group Account 

 

アカウントの複製をするには 

複製対応では、承認されたトレーダー、リスク設定並びパラメーター・参加できるマーケット・ポジ

ション上限・トレードサイズ上限を通常アカウント、グループアカウント及びオムニバスアカウント

よりコピーすることができます。ただしグループアカウントは通常アカウントとして複製されるた

め、サブアカウント及びマスターアカウントの設定は複製されません。 

また、テンプレートアカウントは複製できません。 

アカウントを複製 

1. [アカウント]メニューより、アカウント情報をクリックします。 

2. [複製]ボタンをクリックします。新しいアカウントの追加のページが開きます。 

3. 取引参加者アカウント番号・アカウント名を入力します。必要に応じてその他の設定も変更しま

す。 

4. [保存]ボタンをクリックします。確認画面が表示されます。 
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テンプレートアカウントを作成するには 

テンプレートアカウントを作成すると、バック処理用ステートメント(Parseファイル)に、CAST内

に存在しないアカウントが含まれていた場合、該当アカウントはテンプレートの設定（セールスシ

リーズ・カスタマー・トレーダー）を引き継ぎ、CAST内にアカウントが生成されます。 

このテンプレートアカウントが作成されていない場合、未設定のアカウントは無視されます。 

テンプレートアカウントの作成時には CQGにご連絡ください。このアカウントの有効設定を行いま

す。複数のテンプレートアカウントを必要とする場合には、CQGサポートとご相談ください。 

テンプレートアカウントの作成 

1. [アカウント]メニューより、[新しいテンプレートアカウント]をクリックします。 

2. 新しいアカウントを作成時と同じ対応をします。 

3. [保存]をクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account > Create Template 

Account 

  



ページ 77 

CASTユーザーガイド 

オムニバスアカウントを作成するには 

オムニバスアカウントは、原則、清算会員で且つ対象取引所へのルートを所有する取引参加者（A）

によって作成され、非清算会員の取引参加者（B）が使用します。取引参加者（B）下のトレーダー

は、取引参加者（B）下の通常アカウントを使って発注しますが、注文は取引参加者（A）下のオム

ニバスアカウントを経由し取引所に送られます。 

初期設定では、当該注文は取引所側でオムニバスアカウントによる注文として認識されるように設定

されていますが、バーチャルオムニバスアカウントを選択することにより、末端の通常アカウントと

して認識されるように設定することも可能です。設定方法に関しては、オムニバスアカウントの作成

の手順３を参照してください。 

CQGの CAST管理者が、取引参加者（A）からの依頼を元に、対象ルートに対するオムニバスアカ

ウントの有効可／無効可を設定します。オムニバスアカウントによる使用が許可されたルートを“オ

ムニバスルート”と言います。 

また、同様に CQGの CAST管理者が、取引参加者（A）からの依頼を受け、取引参加者（B）に対

しオムニバスルート及びオムニバスアカウントの使用権限を付与します。権限付与後、取引参加者

（B）の CAST内、アカウント情報→ルーティングオプション→オムニバスアカウントの項目でオム

ニバスアカウントの選択ができます。 

その後取引参加者（B）が通常アカウントを設定します。“現在のロケーション”および“このアカ

ウントに使用するリスクサーバーのインスタンス”はオムニバスアカウントと同一にする必要があり

ます。 

オムニバスアカウントは、[新しいオムニバスアカウント]ウィンドウで作成します。以下の点に注意

してください。 

• オムニバスルートは通常アカウントでも使用可能です。アカウント情報ページにあるルーテ

ィングオプションより通常アカウントに対してどのルートを使用するか指定します。 

• オムニバスアカウントは、グループアカウントにはできません。 

• 以下条件に当てはまる場合、オムニバスアカウントに設定されているリスクサーバーロケー

ションの変更はできません。 

- 受付中注文がある場合 

- 通常アカウントと既に紐づいている場合 

- 他のオムニバスアカウントと既に紐づいている場合 

• FCMリスクパラメーターは、オムニバスアカウントには適用されません。  

• オムニバスアカウントへは、新しい外部の注文ページにて約定を追加することはできませ

ん。 

ルーティングオプションの閲覧／編集権限は CAST User Permission→Account Management→

Modify/View Routing Optionsの許可に付随します。 

オムニバスアカウントを削除した場合、当該オムニバスアカウントの使用許可がある通常アカウント

のアカウント情報内、ルーティングオプションにて当該オムニバスアカウントが非表示になります。 

オムニバスアカウントは、紐づいている通常アカウントに建て玉もしくは全営業日分として振り返ら

れていない注文がある場合は削除できません。 
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オムニバスアカウントの作成 

1.  [アカウント]メニューの[新しいオムニバスアカウント]をクリックします。 

2. 通常アカウントを作成する場合と同じ手順に従います。 

3. バーチャルオムニバスアカウントを作成する場合は、作成ページ内のオムニバスアカウント

のスタイルにてバーチャルオムニバスアカウントを選択してください。 

 

 

 

 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account > Create Omnibus Account 

 

グループアカウントおよびサブアカウントを削除するには 

注：サーバー ロケーションの移行要求が実行中の場合にはアカウントの追加や削除は行えません。 

グループアカウント（全てのサブアカウント）を削除するには 

1. [アカウント]メニューの[グループアカウント情報]をクリックします。 

2. [グループアカウントのリレーションの削除]ボタンをクリックします。   

3. 確認メッセージに対して[OK]をクリックします。グループアカウントの構成は全て削除されま

す。 

個々のサブアカウントを削除するには 

1. [アカウント]メニューの[グループアカウント情報]をクリックします。 

2. [削除サブアカウント]チェックボックスをオンにします。   

3. [保存]ボタンをクリックします。アカウントは削除されます。グループアカウント(の構成)は引

き続き存在します。 
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アカウント情報を表示または更新するには 

 

1. [アカウント]メニューの[アカウント情報]または[グループアカウント情報]をクリックします。 

2. 変更を行います。 

3. [保存]をクリックします。 

※移行要求が実行中の場合にはアカウントの追加や削除は行えません。 

 

オムニバスアカウント情報の確認とアップデートには、[アカウント情報]を選択し、検索パネルにて

オムニバスアカウントの情報(オムニバスアカウント名、アカウント番号など)を入力してください。

アカウント情報ページがオムニバスアカウント情報ページに切り替わります。 

 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account > View Account Details 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account > Modify Account Details 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account > Modify MODES Account 
Group for Account 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account > Modify/View Routing 
Options 
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アカウントタイプ情報を表示するには 

取引所に送られるアカウントタイプデータを表示することができます。[アカウント情報]ページの[ア

カウント情報]にある[取引所に送信されたアカウントの表示]リンクをクリックします。   

 

 

以下の表が表示されます。 

 

 

取引所と執行システムの両方が、アカウントタイプおよび元の値と共にリストされています。 

特定の取引所に対する、別のアカウントタイプの設定方法に関してはカスタムアカウントタイプを作

成するにはを参照してください。 
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トレーダーにアカウントの閲覧/取引権限を与えるには 

 

CQGの取引ソフトウェアはアカウントとトレーダーの取引可能銘柄をログインの際に取り込みま

す。アップデートプロセスの完了後に変更が保存できるので、変更はそのプロセス完了後数分して適

用されるようになります。直ちに適用させたい場合は再ログインを行ってください。。 

既存のトレーダーの権限を変更するには 

1. [アカウント]メニューの[アカウント権限]をクリックします。 

2. [権限を与えられたトレーダー] におけるチェック項目の内容は以下の通りです。 

表示のみ：トレーダーはそのアカウントの取引を見ることはできますが、取引することはできま

せん。 

削除権限：閲覧／取引権限が削除されます。 

要注意承認：ケアオーダーの発注権限を付与します。ただしそのトレーダーによる注文は全てケ

アオーダー(第三者の承認がないと取引所に送信されない注文)になります。 

3.  [保存]をクリックします。  

 

権限を与えられたトレーダーを追加するには 

1. [トレーダー権限の設定]セクションで、名、姓、ユーザー名、または IDによってトレーダー

を検索します。 

2. 追加するトレーダーの隣の[追加]ボタンをクリックします。 

3. [保存]をクリックします。  

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Authorize Account for 
Trader 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Modify > Modify/View 
Trader Force Care Option 
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現金残高および担保価値を変更するには 

1. [アカウント]メニューの[残高]をクリックします。   

2. 現在の残高を変更する場合は、[現金残高]項目に新しい残高を入力します。   
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残高に通貨を追加するには 

為替レートは取引参加者から夜間ステートメントデータ（Parseファイル）と共に CQGに送られま

す。為替レートがバックオフィスのデータにない場合は CQGが提供します。為替レートはアカウン

トの残高を換算するために必要となります。 

為替レートは CQG FX Indicesサービスの数値を使用しています。デフォルトは現在の為替レート

を使用します。何らかの理由で現在の為替レートが使用できない場合は、前日の決済レートを使用し

ます。この設定の変更を希望する場合は、CQGにご連絡ください。 

 

アカウントの現金残高を変更するために、通貨の追加機能（[新しい残高を挿入する]ボタン）を

使用しないでください。「最終的な現金残高および担保価値を変更するには」を参照してくだ

さい。 

 

 

 

残高に通貨を追加するには 

1. [アカウント]メニューの[残高]をクリックします。   

2. [新しい残高を挿入する]ボタンをクリックします。 

3. ドロップダウンメニューから通貨を選択します。 

4. 規制が定められている通貨かどうかを選択します。規制がある場合は、報告する必要がありま

す。 

5. その通貨の現金残高を入力します。 

6.  [保存]ボタンをクリックします。   

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > View Balances 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > Modify Balances 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > Create Balances 
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リスク設定を管理するには 

 

 

1. [アカウント]メニューの[リスク設定]をクリックします。   

2. ドロップダウンメニュー[解約のみ]より、[はい]または[いいえ]を選択します。 

3. [先物取引]より、[はい]または[いいえ]を選択します。 

4. [買い/売りオプション]より、[全て]、[買い]、または[いいえ]を選択します。 

5. [保存]ボタンをクリックします。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > View Risk Settings 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > Modify Risk Settings 
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リスクパラメーターを設定するには 

このページではアカウントレベルにおけるリスクを設定します。別途 FCMレベルのリスク（FCMリ

スクパラメーター）を設定している場合は、そのリスク値を上回る値をアカウントに対して設定する

ことはできません。 

リスクパラメーターページにて以下の設定を行います。 

1回のトレードの上限 

• トレードサイズ上限 • トレードの価格制限(チック＆パーセント) 

• トレード証拠金上限 • 危険なマーケットへの注文を拒否する 

 

アカウント全体での上限 

• 商品ポジション上限 • クロスマージンを有効にする 

• 限月ポジション上限 • 1日あたりの損失上限 

• 証拠金サブシステム • デルタ 1日あたりの損失上限 

• 許容される証拠金与信 
 

 

パラメーター 

• 証拠金乗数 

• オプション取引専用の証拠金乗数 

• 購買余力(PP)に OTE(評価損益)を含める 

• 購買余力(PP)にネットオプション価値(NOV)を含める 

• DLL/DDLL (1日あたりの損失上限およびデルタ 1日あたりの損失上限)に UPL (未実現の P/L)を

含める 

• DLL/DDLL (1日あたりの損失上限およびデルタ 1日あたりの損失上限)に OTE (評価損益)を含め

る 

• 負の残高の存在チェック 

• オプション商品の理論値を OTE, NOV, UPLに対して有効にする 

• OTEで買気配/売気配の使用を無効にする 

• NOV/UPLで買気配/売気配の使用を無効にする 

• 最大注文レート 

• FCMで設定した証拠金を使用 

注 : この項目は FCMの設定によっては表示されないこともあります。表示を希望される場合は

弊社にお問い合わせください。この設定を有効にし、且つ FCM Marginsページにおいて対象取

引所にチェックが入っている場合は、SPANによるスプレッド証拠金割引は適用されません。 
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リスクパラメーターを設定するには 

1. [アカウント]メニューの[リスクパラメーター]  をクリックします。   

2. 1回のトレードの上限、アカウント全体での上限、および上限パラメーターを設定します。各

パラメーターの説明は CASTをご参照ください。パラメーターが FCMリスクパラメーターを

上回る場合、そのパラメーターは赤でハイライトされます。   

 

3. [保存]ボタンをクリックします。   

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > View Risk Parameters 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > Modify Risk Parameters 
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アカウントを削除するには 

下記の状態にあるアカウントは削除できません。 

• 紐づいているトレーダーがある場合は削除できません。 

• 「アーカイブされていない注文があり削除できない」というメッセージを受け取った場合、ワー

キング注文がなくとも、当日に約定注文もしくはキャンセル注文がある場合は、アカウントを削

除できません。アカウントステートメントの設定が、[完全なデイリーステートメントを作成す

る]、[1日の終わりにポジションをゼロにする]のいずれかに設定されていれば、アーカイブ（前

日取引として処理）後、アカウントは削除できます。 

• 「ポジションがあるため削除できない」というメッセージを受け取った場合、未決済建玉を削除

してからアカウントを削除してください。 

1. [アカウント]メニューの[アカウント情報]または[グループアカウント情報]にて対象のアカウン

トを表示します。 

2. [削除]ボタンをクリックします。 

3. 確認メッセージに対して[OK]をクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account >  Remove/Restore Account 

 

削除されたアカウント情報を表示するには 

1. [アカウント]メニューの[削除されたアカウント情報]をクリックします。   

2.  [削除されたアカウント情報]ページが表示されます。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account > View Removed Account 
Details 

削除されたアカウントを復元するには 

1. [アカウント]メニューの[削除されたアカウント情報]をクリックします。 

2. [復元する]をクリックします。確認メッセージが表示されます。 

3. [OK]をクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Account >  Remove/Restore Account 
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詳細検索を使用してアカウントを検索するには 

ID、残高、注文詳細、およびリスクパラメーターを使用してアカウントを検索できます。 

注 : カスタマーサービス メニューの詳細検索に関しては詳細検索を使用して注文を検索するにはを参

照してください。 

1. [アカウント]メニューの[詳細検索] をクリックします。   

2. 必要に応じて、アカウント名、セールスシリーズ番号、カスタマー名、カスタマーID、または

取引参加者といったアカウントの詳細を検索条件として入力します。 

3. 必要に応じて、アカウント残高やオープンポジションのあるコントラクト（銘柄コード）を入力

します。入力方法については入力欄の右側にある（？）を参照してください。 

4. 注文詳細を使用して検索する場合は、[次の基準に一致する注文を含むアカウントを表示する]

チェックボックスをオンにします。 

5. 検索する注文と日付範囲を選択します。 

6. 注文タイプ、期間、状態、クラス、ルート、ルートグループ、取引所、チケット番号、銘柄な

ど、検索する注文詳細を入力します。コントラクト（銘柄コード）の入力方法については入力欄

の右側にある（？）を参照してください。 

7. 検索する証拠金システムおよび 1日あたりの損失上限の値を選択します。  

8. [検索]をクリックします。検索が完了すると、結果が検索パネルに表示されます。 

 

[全てクリア]ボタンをクリックすると、エントリーが保存されないまま項目がクリアされます。 
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マーケットリミットの設定 

ここではアカウントにおける、個々の商品に対する取引許可の有無、ポジション上限枚数の設定、ト

レードサイズ上限、トレードの価格制限、証拠金乗数、LTDリミットの設定を行います。 

LTDリミットを除く全ての項目はリスクパラメータページ（アカウントメニュー）で設定した値が

‘デフォルト（値）’として全商品に設定されています。またリスクパラメータページで“適用”し

ていない項目はマーケットリミットページにて下図のメッセージが表示され、設定変更できません

（設定値変更箇所がグレイアウトされます）。 

 

 

上限項目は、全ての商品、全ての米国商品、取引所、銘柄ごとに設定できます。また商品ポジション

上限以外は、先物、プット/コールオプションなどのアセットクラス毎にも設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 全ての商品、全ての米国商品、全ての米国以外の商品および取引所単位で取引許可を設定する場

合はここにチェックを入れてください。なお、CQGのソフトウェアはログオン時のプロセスにお

いて、アカウントとトレーダーにおける取引許可商品の情報を読み込みます。更新プロセスの実

行直後に変更をした場合、変更情報は更新プロセスが再度走った数分後に適用されます。 

② 商品ごとに個別の取引許可を設定する場合はここにチェックを入れてください。米国商品は青色

に、米国以外の商品は緑色にハイライトされます。限月毎に取引許可を設定する場合は下記限月

別の取引設定を参照してください。 

  

① 

② 

③ 

④ 

設定値 
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③ パラメータータブ 

商品ポジション、銘柄ポジション、限月ポジション、トレードサイズ上限、証拠金乗数および

LTDリミットの設定はここで行ってください。詳細は下表マーケットリミットフィールドを参照

してください。 

④ 取引の価格制限タブ 

詳細は下表 マーケットリミットフィールドを参照してください。 

 

マーケットリミットページを開いた際、負数や少数などの数値があると下図のメッセージが表示され

ます。 

 

 

限月別の取引設定 
下記手順で限月の取引許可を設定します。何も設定しなければ上層の設定に準じます。 

 
1. 特定銘柄のプラスボタンをクリックし展開する。 

 
 

2. アセットクラス（先物、オプションなど）を展開し、Searchをクリック 

 
 

3. 対象限月の取引設定を①許可、②禁止、③上層の設定に準ずる より選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 
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マーケットリミットフィールド 

コラム 説明 

ポジション上限 

保有できる建て玉の最大枚数を設定します。初期設定では、リスクパラメータ

ページ（アカウントメニュー）で設定した値が‘デフォルト（値）’として設定され

ています。この値を特定取引所、もしくは商品ごとに設定変更できます。 

商品ポジション上限は、先物、コールオプション、プットオプション合算。限月を

跨ぐポジションはネット計算となります。例：8月限 売 1＋9月買 2=ネット買 1 

銘柄ポジション上限は、先物、コールオプション、プットオプション別々、限月を

跨ぐポジションはネット計算となります。 

限月ポジション上限は、先物においては限月別の計算におけるポジション上

限となります。オプションにおいてはストライクプライスごとのポジション上限と

なります。納会日までの期日に応じて銘柄毎に上限を設定でき、納会日に近

づくにつれ厳しいリスクを設定することもできます。納会日までの期日には祝

日も含まれますが、土日は含みません。また各取引所の時間での計算とな

り、UTCの時刻ではございません。納会日対応のリスクは特定の限月への適

用ではなく、設定した期日までに納会を迎える全ての限月に適用されます。例

えば、日を“2”、リミットを“0”と設定した場合は納会日の２日前にポジション上

限が０に変更されます。また、限月別のポジション計算（ネット計算しない）で

あるため、スプレッド取引によるポジション上限の設定にも利用可能です。た

だしこの場合、商品ポジション上限を０に設定する必要があります。 

トレードサイズ上限 
リスクパラメータページのデフォルトのトレードサイズ上限を特定の取引所もし

くは商品に対して変更します。 

トレードの価格制限 

リスクパラメータページにて設定したデフォルトのトレードの価格制限を特定

の取引所・商品もしくは限月に対して変更します。 

価格制限における“現在の市場価格”は、ベストビッド／アスクが最優先で適

用され、市場にビッド／アスクがない場合には直近値→始値→前日清算値の

順で適用される定義となっています。それぞれの値段に別々の値を設定する

ことができます。しかしながら、ビッド／アスク→直近値→始値→前日清算値

の順で適用される定義には変わりがないため、必然的に優先順位の高い値

段により小さい値を設定し且つ全ての値段に何らかの値を設定する必要があ

ります。設定例は下表を参照してください。 

また、立会い中と板合わせで別々の値段設定が可能です。 

設定値につき、FCMデフォルト値を設定し複数のアカウントに対し共通の値を

適用させることもできます。詳細をご希望の場合は弊社に連絡してください。 

シンセティックストラテジー・キャッシュスポット・ユーザー定義のストラテジー・

特定の日中先物はチェックの対象にはなりませんのでご注意ください。 

ビッド/アスク 直近値 始値 前日清算値 結果 

無制限 5 5 5 市場にビッド/アスクがある限り無制限が有効となる。 

5 無制限 無制限 無制限 市場にビッド/アスクがある限り５ティックが有効となる。 

5 7 10 12 5→7→10→12の順で有効になる。 

証拠金乗数 

アカウントの必要証拠金額を算出するために、この値はその計算に適用され

ます。 

使用可能値：0.01から 100.00  最小の証拠金乗数（0.01）以上に設定してく

ださい。取引所毎の設定となります。 

例えばある銘柄の FCM Marginを 10,000円に設定し、さらに証拠金乗数を

0.5に変更した場合、対象銘柄の必要証拠金は 5,000円になります。 
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ただし、FCM Marginを適用した銘柄については“クロスマージンを有効にす

る”が無効となり、したがってスプレッド証拠金は適用されません。 

LTD リミット 

取引可能期間を設定します。 

例えば、ある銘柄の LTD リミットを 10 と設定した場合、最終取引日から遡っ

て 10日間のみ取引することができます。期間は祝日も含まれますが、土日

は含みません。 

 

こちらの設定は下記のカテゴリー別に設定できます。 

⚫ 全ての商品 

⚫ 全ての米国／米国以外の商品 

⚫ 取引所 

⚫ 銘柄 

⚫ アセットクラス（先物、オプション） 
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マーケットリミットを設定するには 

1. 必要に応じて、取引所（例 CBOT/Globex）、商品（例 30-Yr USD IR Swap）もしくはア

セットクラス（例 reduced tick calendar spread）を探します。必要に応じて、クイック

検索に文字列を入力します。 

ノンデフォルトのみボックスではデフォルト値を持つ商品をフィルターで除外できます。 

取引が許可されている商品のみボックスでは取引が許可されていない商品をフィルターで除

外できます。 

下図は Platinumで検索した例となります。 

 

 

2. グループ（全ての商品、全ての米国商品、全ての米国以外の商品）、取引所、銘柄に対して

取引を許可するには、該当するボックスへチェックを入れます。 

商品に対する取引許可はオーダーハンドラークラスのトレーダーにも設定できます。詳細は

トレーダーが参加できるマーケットを選択するにはを参照してください。 

3. 商品や限月のポジション上限をドロップダウンのメニューより選択します。制限を選択した

場合、このフィールドはクリアされ上限値を入力することができます。 

  

4. 限月ポジション上限をドロップダウンのメニューより選択します。下図のとおり、ポジショ

ンの設定を指定商品の納会日までの期日毎に設定ができます。+ボタンをクリックすると、

指定できる期日を入力できる行が増え、Xボタンで減らすことができます。 
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5. トレードサイズをドロップダウンのメニューより選択します。制限を選択した場合、このフ

ィールドはクリアされ上限値を入力する必要があります。正数での入力となり、単位はティ

ックとなります。 

6. 証拠金乗数をドロップダウンのメニューより選択します。制限を選択した場合、このフィー

ルドはクリアされ値を入力することができます。 

 

FCMダイナミック デフォルト マーケットリミット 

FCM Dynamic Default Market Limit（以下 DDML）のページでは、アカウント共通の LTDリ

ミット、取引許可およびトレードの価格制限を設定できます。 

 

 
 

DDMLのアカウントへの適用は、設定項目にロックをかけるか否か、また取引許可につい

てはチェックボックスの設定によってもその範囲が異なります。詳細は次ページ以降を参照

してください。 

 

＜ロック＞  ＜アンロック＞ 

      
 

＜チェックボックスの設定＞ 

 
 

 

 

 

：その階層で取引許可 

：その階層で取引禁止 

：上の階層で取引許可がなされている 

：上の階層で取引禁止がなされている 
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LTD（Last Trading Day）リミット編 

・ロックをかけた場合 

DDMLの LTDリミットにロックをかけた場合（下図 1）、全アカウントのマーケットリ

ミットページの LTDリミットが DDMLでの設定値で固定され、変更ができなくなります

（下図 2）。 

 

図 1 

 

 

図 2 
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ロックをかけない場合 

DDMLの LTDリミットにロックをかけていない場合（下図 1）は、マーケットリミットに

て LTD のプルダウン内に‘上層設定値’が表示されます（下図 2）。したがって DDMLを

適用することも、アカウント独自の設定を使用することもできます。 

 

図 1 

 

 

図 2 
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取引設定編 

・ロックをかけた場合：アカウント独自の設定有無に関わらず、DDMLが全アカウントに適用 

・ロックをかけない場合：アカウント独自の設定がなされていないアカウントにのみ DDMLが適用 

 

アカウント独自の設定がなされているか否かは、‘全ての商品’に設定されているチェック

ボックスにて判断してください。 

もしくは だった場合はアカウント独自の設定がなされています（下図 1参照）。一方、

もしくは だった場合はアカウント独自の設定がなされていないため、DDMLが適用され

ます（下図 2参照）。 

図１ 

  
 

図２ 

 
 

ただし、‘全ての商品’が もしくは だった場合でも、各取引所、商品などに もしくは 

が設定されている場合は、そこから下層のレベルにおいてアカウント独自の設定が適用されます。 

例えば下図の場合、青枠のとおり全ての商品は ですが、赤枠のとおり CBOT/Globexは の設

定がなされています。この場合 CBOT/Globex以外は全商品において DDMLの設定に準じ取引許

可、一方 CBOT/Globex下の商品は全て取引禁止と、CBOT/Globexにのみアカウント独自の設定

がなされます。 
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DDMLの初期設定 

DDMLの初期設定は下記および下図となるため、CASTユーザーが設定を変更しない限り、既存の

アカウントに影響ありません。 

 

①ロックの有無：ロックはかかっていない 

②取引許可：‘全ての商品’レベルで取引禁止 

③LTDリミット：無制限  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認メッセージについて 

上層の設定変更が下層の設定と異なる場合、下層の設定にも上層の変更を適用するか確認するため

に下図のメッセージが表示されます。適用する場合は Yesを、しない場合は Noをクリックします。 

例えば、JNKと MJNKを に設定している状態で、その上層（取引所または全ての商品）の設定を

から  に変更した場合、下図の確認メッセージが表示されます。Yesをクリックすると  に変更

され、Noをクリックすると に据え置かれます。 

 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

① 

② 

③ ① 
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CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > View Market Limits 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > Modify Trade Price 

Limits 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > Modify Trade Size 

Limits 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > Modify Fungible 

Commodities Positions Limits 
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トレーダーの管理 

トレーダーとは、取引用のログインユーザーです。トレーダーにはアカウントへの閲覧権限、取引権

限を付与します。 

 [トレーダー]メニュー：  

⚫ トレーダー情報 

⚫ トレーダーの承認 

⚫ 新しいトレーダー 

⚫ 製品とサービス 

⚫ 請求設定 

⚫ 削除されたトレーダー情報 

⚫ トレーダーアカウントのマッピング 

⚫ 参加できるマーケット 

⚫ リスクパラメーター 

⚫ FCM/セールスシリーズの権限 
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新しいトレーダーを追加するには 

1. [トレーダー]メニューの[新しいトレーダー]をクリックします。   

2. トレーダーのユーザー名を入力します。 

3. [トレーダー･クラス]を選択します。（初期設定は“標準”です） 

オーダーハンドラー：こちらのクラスを選択すると、そのトレーダーに対してリスク設定をする

ことができます。また承認された取引参加者とセールスシリーズのアカウントにて取引ができま

す。 

4. カスタマーとの関連付けをします。①新たにカスタマーを作成しするか、②既存のカスタマー

を選択する方法があります。原則、4-1に従って新たにカスタマーを作成してください。 

4－1 “Create a new customer”にチェックし、取引参加者を選択 

その後下記手順にてトレーダーを作成すると、手順 5で入力した名、姓と同名のカスタ

マー名を持つカスタマーが新たに作成され、当該トレーダーと関連付けられます。 

4－2 “Select existing customer”を選択し、既存のカスタマーを選択 

この場合、カスタマー名と同一の名姓がトレーダーの名前に入力されます。 

5. トレーダーの名前（名、姓）を入力します。 

6. このトレーダーが一時的なユーザーであるかどうかを指定します。一時的なユーザー名は 5営

業日が経過すると無効になります。 

レガシートレーダー認証の場合は Strategy Runnerにチェックを入れます。 

7. FCMの設定でパスワードの有効期限が設定されている場合、本ページの手順に従いトレー

ダーを追加すると、トレーダー情報の“パスワードを無期限にする”という表示の下に「パス

ワードの有効期限が切れるまで XX日 XX時間 XX 分」と表示されます。この設定の無効にす

る場合にはパスワードを無期限にするにチェックを入れてください。なお、FCM側でパス

ワードの有効期限設定を希望する場合は、FCMからの依頼の元、CQG管理者が行います。 

8. パスワードを入力するか、[パスワードの作成]をクリックします。生成されたパスワードをメ

モしてください。 

9. [指定のロケーション]リストからログイン時に優先するサーバーのロケーションを選択しま

す。原則、日本国内でお使いであれば“Tokyo”を選択します。 

10. [取引参加者]項目よりそのトレーダーの閲覧／編集権限を付与する取引参加者を選択します。

最左の項目が閲覧の、最右の項目（フルアクセス）が編集権限付与のチェックボックスです。

ここで設定した取引参加者と、CAST User Infoのページにて選択した FCMとが一致している

場合のみ、その CASTユーザーにトレーダーの閲覧／編集権限が付与されます。 

11. [セールスシリーズ]項目よりそのトレーダーの閲覧／編集権限を付与するセールスシリーズを

選択します。最左の項目が閲覧の、最右の項目（フルアクセス）が編集権限付与のチェックボ

ックスです。ここで設定したセールスシリーズと、CAST User Infoのページにて選択した

セールスシリーズとが一致している場合のみ、その CASTユーザーにトレーダーの閲覧／編

集権限が付与されます。 

12. トレーダーを使用可能にする場合、[アクティブ]チェックボックスをオンにします。 

13. トレーダーが Commodity Trading Advisorである場合は、[コモディティトレーディング アド

バイザー]チェックボックスをオンにします。 

14. [eCBOTユーザーID]を確認します。 

15. 取引所の会員 IDを設定する場合は、[取引所会員 IDの設定]をクリックします。 

15-1. [取引所]ドロップダウンを使用し取引所を選択します。 
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15-2. [メンバーID]を入力します。 

15-3. [追加]ボタンをクリックします。取引所と IDがページにリストされます。  

16. トレーダーの住所を入力します。少なくとも国は必ず選択してください。 

17. トレーダーの連絡先情報を入力します。 電子メール欄にメールアドレスを設定すると、[保存]

ボタンをクリックした際にユーザー名とパスワードが送信されます。メールアドレスを設定し

ない場合はピリオド(.)を 1つ入力してください。 

18. [保存]ボタンをクリックします。   

IPアドレスのホワイトリストについては IPホワイトリストを参照してください。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Create Trader 

トレーダー情報を表示または更新するには 

1. [トレーダー]メニューの[トレーダー情報 ]をクリックします。   

2. 変更を行います。 

3. [保存]をクリックします。 

参照：IPホワイトリストについて 

トレーダーの承認について 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > View Trader Details 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Modify Trader Details 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Trader > View Trader Class 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Trader > Modify Trader Class to Order 
Handler 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Modify Trader Password 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Modify Trader Active State 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Modify Trader IP Whitelist 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Unlock automatically locked 
trader 

  



ページ 103 

CASTユーザーガイド 

トレーダーの権限の表示および設定 

[トレーダーの承認]ページはトレーダーとアカウントの紐付け及びその管理に使用されます。 

このページではトレーダーに紐付けされたアカウントが表示されます。また表の下には閲覧／取引権

限(許可)を与えられたアカウントの合計数が表示されます。この合計数はオーダーハンドラークラス

のトレーダーに取引権限を付与されたアカウントも含むため、表内のアカウント数とは異なる場合が

あります。オーダーハンドラークラスの取引権限に関してはトレーダーの取引を承認するにはを参照

してください。 

 

CQGの取引ソフトウェアはアカウントとトレーダーの取引可能銘柄をログインの際に取り込みま

す。アップデートプロセスの完了後に変更が保存できるので、変更はそのプロセス完了後数分して適

用されるようになります。直ちに適用させたい場合は再ログインを行ってください。 
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既存の権限を変更するには 

1. [トレーダー]メニューの[トレーダーの承認]をクリックします。   

2. アカウントへの権限を削除するには、対象アカウントの[削除権限]にチェックを入れます。 

3. アカウントの閲覧権限のみ付与する場合は、そのアカウントの[表示のみ]チェックボックスをオ

ンにします。 

4. ケアオーダーの発注権限を付与する場合は[要注意承認]にチェックを入れます。ただしそのト

レーダーによる注文は全てケアオーダー(第三者の承認がないと取引所に送信されない注文)にな

ります。 

5. [保存]をクリックします。 

注意 トレーダーがマッピング済みのアカウントを持っている場合、アカウントの削除を試みると、

マッピングが削除される旨のメッセージが表示されます。マッピングに関してはトレーダーとアカウ

ントをマッピングするにはを参照してください。 

 

トレーダーにアカウント権限を追加するには 

1. [トレーダー]メニューの[トレーダーの承認]をクリックします。   

2. [トレーダーの承認]ページの[トレーダー権限の設定]セクションで、追加するアカウントを検

索します。 

3. [追加]ボタンをクリックします。アカウントは[権限を与えられたアカウント]の表に表示され

ます。 

4. [保存]をクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > View Trader Authority 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Authorize Trader on Account 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Modify > Modify/View Trader 
Force Care Option 
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製品とサービスの設定 

以下設定ができます。 

• 製品の有効/無効 ： 対象のトレーダーでログインできる製品を設定します。 

• サービスの有効/無効 ： Care Fills：CQG IC/Classic及び Q Traderのみ対応 

Continuation Data：CQG Desktopにて継続足を表示可能にする機能 

Histrical Market Data ：CQG Desktopにてチャート機能を有効にする

機能 

Smart Orders：CQG Traderの有効化/無効化のみ制御、CQG 

IC/Classic、Q Trader及び CQG Desktopについてはこ

こでの設定に関係なく Smartオーダーが発注可能で

す。 

マーケットデータ：リアルタイム、ディレイ。CQG Trader及び CQG 

DeskTopなどのモバイルアプリケーションにのみ

閲覧権限を付与する。 

• RTD ：リアルタイムマーケットデータをエクセルに自動更新する機能、CQG Traderのみ。 

• News ： ニュースソース 

 

データパネルのレイアウト 

 

 

 

 

 

 

 
 

① フィルター：特定の文言を入力し Enterを押下するとそのフレーズを含んだ製品もしくは

サービスが表示されます。 

② メニュー：それぞれのメニューをクリックすると、下表の通りメニュー名に見合った製品も

しくはサービスを抽出表示します。 

  

① 

② 



ページ 106 

カスタマーの管理 

メニューの内容詳細 

メニュー 詳細 

ご利用中の製品とサービス 有効済みとなっている製品とサービスが全て表示されます。 

全ての製品とサービス 全ての製品とサービスが表示されます。 

Products CQGIC Tradingなどの製品を表示 

Features Historical Market Dataなどのツール（サービス）を表示 

Real-Time Data リアルタイムの先物マーケットデータを表示 

Real-Time FX リアルタイムの FXマーケットデータを表示 

Delayed Data ディレイ（遅延）のマーケットデータを表示 

News ニュースを表示 

Real-Time Fixed Income リアルタイムの債券マーケットデータを表示 

 

設定項目の内容詳細 

項目名 詳細 

有効済み 

チェックを入れると、対象の製品／サービスが有効になります。場合によっては、

有効にする前にその製品／サービスを提供している業者との直接契約を結ぶ必

要があります。 

製品、サービス 
製品とサービスの名称。＋ボタンをクリックすると製品／サービスの詳細が表示さ

れます。 

適用する FCM 

製品にのみ表示されます。トレーダーに紐付けされたアカウントの FCMのみ対象

製品に表示されます。例えば、‘CQGIC Trading’の適用する FCMとして CQG 

Simにチェック、Spreaderはアンチェックとした場合、CQG Sim下のアカウントの

み、CQG ICにて使用できます。 

価格 製品／サービスの価格 

請求先 FCM 

対象のトレーダーに複数の FCMが関連付けられていた場合、マーケットデータの

課金は各 FCMに分配することができます。ここではその配分を設定できます。設

定対象はサービスのみです。製品については分配不可です。 

追加識別区分 

サービスによっては下記のとおり追加の識別区分が表示されます。 

 
W：該当取引所における全マーケットデータの課金が控除されます。 

F：トレーダーは対象サービス（マーケットデータ）において課金控除の資格を有し

ています。これは対象のトレーダーに対して、該当取引所の銘柄が取引許可の設

定になっていることから、その取引所が課金控除の資格を付与していることを意

味します。 

T：該当サービスの認証を受けており、且つ該当取引所の銘柄を取引できる設定

がなされている。 
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シンプル CQGTが有効化されたトレーダーは、他取引参加者のアカウントの取引権限を与えること

ができません。また、既に他取引参加者のアカウントの取引権限を対象のトレーダーに与えていると

シンプル CQGTはグレイアウトされ、有効にできません。 

‘表示のみ’の権限のみ有するトレーダーで CQG Trader及び CQG Desktopのログインを行った場合、

価格が表示されません。価格データの閲覧には以下対応のいずれかが必要です。 

• 取引所からデータ費用が免除されている（トレーダー＞製品とサービス） 

• トレーダーが[表示のみ]の設定ではない（トレーダー＞トレーダーの承認） 

• アカウントがひとつでも取引できるように設定されている（アカウント＞参加できるマーケッ

ト） 

• アカウントがシミュレーションではない取引参加者に紐付いている 

トレーダーの費用が免除されていない場合、トレーダーは以下対応が必要です。 

• 対象取引所のマーケットデータが有効化になっている。 

• ひとつ以上のアカウントが[表示のみ]の設定ではない 

 

製品および一部サービスの表示／非表示は、CQG管理者によって各取引参加者に設定されます。追

加もしくは削除を希望する場合は、CQGにお問い合わせください。製品を削除（非表示に）した場

合は、該当製品が全てのトレーダーから削除されます。 

注:製品は、原則 個別の料金が設定されています。料金の発生条件は実際の使用ではなく、ここでの

設定に依存します。また製品の追加には課金が発生します。 

 

設定例 

＜トレーダーに CQG IC Tradingへの接続を有効にする場合＞ 

メニューより‘全ての製品とサービス’もしくは‘Products’をクリックし、フィルタに‘cqgic’と入力す

ると下図のとおり‘CQGIC Trading’が表示されますので、有効済み及び適用する FCMにチェックを

入れ保存してください。 

 
注：トレーダーにアカウントが紐付けられていない場合、CQGIC Trading、CQGT(CQG Trader)な

どの製品は表示されません。上記設定は、必ずトレーダーの承認（またはアカウント権限）の

ページにてトレーダーとアカウントを紐付けた後に行ってください。 
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＜トレーダーに CMEのマーケットデータを有効にする場合＞ 

メニューより‘全ての製品とサービス’もしくは‘Real-Time Data’をクリックし、フィルタに‘cme’と

入力すると下図のとおり‘CME’が表示されますので、有効済みにチェックを入れ保存してくださ

い。 

 

 
＜トレーダーに Historical Market Dataを有効にする場合＞ 

メニューより‘全ての製品とサービス’もしくは‘Features’をクリックし、フィルタに‘historical’と入

力すると下図のとおり‘Historical Market Data’が表示されますので、有効済みにチェックを入れ保

存してください。 

 
 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > View Trader Services 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Modify Trader Services 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Modify/View Trader Market 
Data Status (determines if trader market data status can be changed) 

 

トレーダーの請求に関する設定を表示するには 

1. [トレーダー]メニューの[請求設定]をクリックします。 

2. [請求オプション]メニューから[Transaction]従量制または[Fixed Rate]固定制を選択します。現

在の課金タイプと請求ステータスが表示されます。 

 



ページ 109 

CASTユーザーガイド 

トレーダーのアカウントをマッピングするには 

トレーダーのアカウントマッピング機能とは、たとえば COMEX金と東京金のようなシンセティッ

ク（合成）スプレッドを、２つのアカウントを使用して取引できる機能です。 

この設定により、当該シンセティックスプレッドの発注を行うと、COMEX金の注文はアカウント A

に、東京金の注文はアカウント Bにそれぞれ振り分けられます。 

FCMの設定で、アカウントのマッピングを許可していれば、トレーダーに紐付けされた全アカウン

トをマッピングできます。ただし、マッピングするアカウントが別の FCMに属する場合は、トレー

ダーを保有する側の FCMが弊社 FCM Deskへマッピングを依頼する必要があります。またこのと

き、双方のアカウントに設定されているリスクサーバーのロケーションが同一でなければなりませ

ん。 

このページの表示・設定をコントロールする許可は CAST Permissionsメニューにある Account 

Managementにて対応できます。 

マッピングは以下対応をした場合に削除されます。 

• トレーダーと対象アカウントの紐付けを外した場合 

• トレーダーが削除された場合 

• アカウントが削除された場合 

 

 

 

トレーダーアカウントのマッピング方法 

1. [トレーダー]メニューの[トレーダーアカウントのマッピング]をクリックします。 

2. プルダウンリストから、マッピング元のアカウントを選択します。 

3. マッピングするアカウントにチェックを入れます。 

4. [保存]をクリックします。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > View Trader Account 
Mapping 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Modify Trader Account 
Mapping  
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トレーダーを削除するには 

ログイン中のトレーダーは削除できません。また削除するとアカウント権限は無効になります。 

1. [トレーダー]メニューの[トレーダー情報 ]をクリックします。   

2. 対象のトレーダーを検索、表示し、[削除]をクリックします。 

3. 確認メッセージにて[OK]をクリックします。 

注：上記を実行すると“削除されたトレーダー情報”ページに情報が移行します。その際、紐付

けされたアカウントおよび有効となっている製品、サービスは全て自動的に無効となりま

す。  

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > Remove/Restore Trader 

削除されたトレーダー情報を表示するには 

1. [トレーダー]メニューの[削除されたトレーダー情報]をクリックします。   

2. 対象のトレーダーを検索し、[削除されたトレーダー情報]ページに、そのトレーダーの詳細が表

示されます。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Account Management > Trader > View Removed Trader 
Details 

削除したトレーダーを復元するには 

1. [トレーダー]メニューの[削除されたトレーダー情報]をクリックします。   

2. 対象のトレーダーを検索、表示し、[復元する]をクリックします。確認メッセージが表示されま

す。 

3. [OK]をクリックします。 

注：復元したトレーダーはトレーダー情報→トレードシステム情報のアクティブが無効になって

います。再度使用する場合はここを有効にしてください。 
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トレーダーの参加できるマーケットを選択するには 

[参加できるマーケット]ページはオーダーハンドラークラスのトレーダーのみに対して取引を許可す

る銘柄や取引所を選択するためのページです。標準クラスのトレーダーは、ここの設定は不可です。

ここで設定する取引許可及び証拠金乗数はアカウントの設定より優先されます。したがって、アカウ

ントにて取引許可をしている商品でも、本ページの設定をしていない場合は、取引不可となります。 

取引参加者の使用可能ルートで取引できる商品が全て表示されます。 

参加できるマーケットは、全ての商品、全ての米国商品、全ての米国以外の商品、取引所および商品

の区分にて選択できます。 

証拠金乗数を設定できる最小単位は取引所ごととなります。銘柄ごとには設定できません。下図の例

では、トレーダーは全ての米国商品と APEXを選択しています。許可された市場は赤いフォントにな

ります。米国商品の証拠金乗数は 1.00倍、APEXは 1.15倍です。 
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オーダーハンドラー用の[参加できるマーケット]を選択するには 

このページの変更するためには、トレーダーレベルのリスクパラメーターの変更権限が必要です

(CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Trader)。 

 

1. 取引を許可する取引所、商品を探します。クイック検索に文字列を入力すると対象銘柄を検

索できます。下図は Platinumで検索した例となります。 

 

2. 取引を許可するには、取引が許可されているへチェックを入れます。 

3. 必要に応じて証拠金乗数をドロップダウンのメニューより選択します。上書きを選択した場

合、このフィールドの値を変更することができます。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Account > Modify Allowable 

Markets 
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トレーダーの取引を承認するには 

オーダーハンドラークラスのトレーダーのみ、[FCM/セールスシリーズの権限]のページにて、取

引参加者もしくはセールスシリーズという括りで取引権限を設定できます。トレーダーには、ここで

承認した取引参加者もしくはセールスシリーズ配下にある全アカウントの取引権限が付与されます。 

トレーダーレベルのリスクパラメーターは、このページで新たに取引承認を与えられた全てのアカウ

ントに適用されます。 

 

 

オーダーハンドラーが取引参加者とセールスシリーズを承認するには 

1. 取引参加者のコラムにて、トレーダーに対して取引を許可する取引参加者を選択します。 

2. セールスシリーズコラムにて、トレーダーに対して取引を許可するセールスシリーズを選択しま

す。 

3. [保存]ボタンをクリックします。 

注：ここで新たに承認されたアカウントは、トレーダーの承認ページには表示されません。 
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トレーダーのリスクパラメーターを設定するには 

リスクパラメーター ページはオーダーハンドラーのリスクパラメーター設定に使用します。ここで

設定するリスクパラメーターは以下となります。 

• トレードサイズ上限 

• トレード証拠金上限 

• 証拠金サブシステム 

• 決済のみ 

• 商品ポジション上限 

• 限月ポジション上限 

• 証拠金乗数 

• オプション取引専用の証拠金乗数 

 

（注意）ここでの設定はオムニバスアカウントのリスクパラメーターに対し優先されません。ただ

し、通常アカウントのリスクパラメーターには優先されます。 

オーダーハンドラーが発注した注文に対し、以下のパラメーターを使用、優先します。 

• 許容される証拠金与信 = トレーダーのパラメーターが適用されていた場合を除           

き、アカウントの設定を使用 

• 買/売 オプション = アカウントの設定を使用 

• 負の残高の存在チェック = アカウントの設定を使用 

• 商品ポジション上限 =トレーダーのパラメーターを優先（初期設定ではアカウントのパ

ラメーターを使用） 

• 限月ポジション上限 =トレーダーのパラメーターを優先（初期設定ではアカウントのパ

ラメーターを使用） 
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• 1日あたりの損失上限 =使用されません 

• デルタ 1日あたりの損失上限=使用されません 

• NOV/UPLで買値/売値の使用を無効にする = アカウントの設定を使用 

• OTEで買値/売値の使用を無効にする= アカウントの設定を使用 

• クロスマージンを有効にする = トレーダーのパラメーターが適用されていた場合を除           

き、アカウントの設定を使用 

• 購買余力(PP)にネットオプション価値(NOV)を含める = アカウントの設定を使用 

• DLL/DDLL (1日あたりの損失上限およびデルタ 1日あたりの損失上限)に OTE (評価損

益)を含める = 適用外。（DLL/DDLLは実行されません） 

• 購買余力(PP)に OTE(評価損益)を含める = アカウントの設定を使用 =適用外。

（DLL/DDLLは実行されません） 

• DLL/DDLL (1日あたりの損失上限およびデルタ 1日あたりの損失上限)に UPL (未実現

の P/L)を含める= アカウントの設定を使用 =適用外。（DLL/DDLLは実行されませ

ん） 

• 解約のみ = いいえ 

• 危険なマーケットへの注文を拒否する = 実行されません 

• 先物取引 = はい 

 

オーダーハンドラー用のリスクパラメーターを設定するには 

1. トレードサイズ上限のメニューより[Enforced] (実行), [Not enforced] (実行しない), もしく

は [Use Account Setting] （アカウント設定を引継ぐ）からひとつを選択します。[Not 

enforced]を選択した場合、システムに対しこのパラメーターを無視するように設定します。こ

のリミットが実行される場合、[Use Account Setting]を選択時、はアカウント設定を引継ぐよ

うに設定されます。 

2. 同様にトレード証拠金上限を設定します。 

3. 証拠金サブシステム、決済のみより実行レベルを選択します。 

4. 商品／限月ポジション上限及び証拠金計算にて使用される乗数値を入力します。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Trader > View Trader Level 

Risk Parameters 

CAST Users > CAST Permissions > Risk Management > Trader > Modify Trader Level 

Risk Parameters 
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ロックアウトの解除 

CQG 取引ソフトにてログインパスワードを５回間違えた場合、トレーダーはロックアウトされ、

正しいパスワードを入れても一定時間ログインできなくなります。その場合はトレーダー情報にて

下図のとおり“ロックアウトのオーバーライド”が表示されますので、チェックを入れ、保存をク

リックしてください。これによりロックが解除されます。 

 

上記作業を行わなくても、ある一定時間（５～１０分）経過すれば自動的にロックは解除されます。 

また、上図にチェックを入れずにパスワードの変更を試みた場合、下記エラーメッセージが表示さ

れます。 

 

[アクティブ]にチェックを入れずにパスワードの変更を試みた場合も同様のエラーメッセージが表

示されます。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

Account Management→Trader→Unlock automatically locked Trader 

 

 

ログイン中のトレーダーセッションを強制ログオフす

るには 

トレーダー情報ページ内の“アクティブなトレーダーセッションからログオフ”をクリックするとセ

ッションの強制ログオフを実行することができます。 
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注文とポジションの管理 

CASTの使用用途の大部分は注文とポジションに関するものになります。注文が正常に処理されてい

るかなど、注文の状態を調べる場合、また未約定注文のキャンセルをリクエストされた場合など、注

文とポジションのデータは、すべて CASTにて閲覧、編集できます。   

[カスタマーサービス]メニュー： 

• 現在の注文詳細 

• 古い注文詳細 

• 詳細検索 

• ポジション 

• アカウントのサマリー 

• オープンポジション 

• 新しい外部ポジション 

• 新しい外部注文 

• 全ての注文をキャンセル 

• グループアカウントポジション 
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現在の注文詳細を表示するには 

このページでは本日の注文が表示されます。下図はカスタマーサービス→現在の注文詳細ページで

す。頭に△(矢印)マークの付いている項目は展開することで詳細が表示できます。さらにこちらの

ページでは、未決済注文のキャンセル、取引所にて既にキャンセルされている注文の CQG取引ソフ

トへの反映、約定の追加ができます。 

 

上図左の画面のとおり、シンセティックスプレッドの詳細もこのページで確認できます。商品名がス

プレッド名になり、説明フィールドにてスプレッドフォーミュラ、売・買、枚数、タイプ、価格を表

示します。関連するストラテジー注文やストラテジーの定義も確認ができます。アグリゲートされた

シンセティックスプレッド注文では、表示価格が以下条件の場合に表示されます - 1）類似したチ

ックサイズ、価格フォーマット、スケールファクターをレッグ銘柄が持っている場合 、2）アグリ

ゲーション･フォーミュラの全レッグ用の価格係数が同じ、３）レッグ比率が同じ場合。それ以外の

場合、正しい価格が警告と共に表示されます。 

 

注文の詳細を確認するには 

1. [カスタマーサービス]メニューの[現在の注文詳細]をクリックします。  

[検索]パネルで注文、チケット、取引所、限月、アカウント、またはトレーダーを選択し検索で

きます。トレーダーの直近の注文を検索するには、トレーダー名にて検索します。なお、トレー

ダーもしくはアカウントにて検索する場合、完全一致の場合のみ結果を表示します。 

シンセティックスプレッドを検索するには、スプレッド名を（レッグ比率を除いたシンボル - 例

EPZ10-ENQZ10）商品名として入力します。  

オムニバスアカウントを経由して発注された注文は、オムニバスアカウント番号にて検索するこ

とにより、注文の検索、閲覧が可能です。 

2. 検索結果より注文をクリックし詳細を表示します。 
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3. ストラテジー注文に関連した注文情報(レッグ注文など)を表示するには、関連するストラテジー

注文ボタンをクリックします。トレーダーまたはアカウントの名前をクリックすると、そのト

レーダーまたはアカウントの情報が表示されます。 

 

[注文詳細 ]の項目 

 

[注文詳細 ]ページには、現在の注文に関する情報が表示されます。 

スプレッドの詳細も[注文詳細 ]ウィンドウにて確認でき、[商品]はスプレッド名となります。[説明]

には、スプレッドの式・売買区分・サイズ・タイプ・価格が表示されます。関連するストラテジー注

文とストラテジー定義も確認できます。 

[注文詳細 ] 

• 商品（商品のシンボルおよび名前） 

• 説明（売買区分、数量、シンボル、および価格） 

• 変更履歴 

• トレーディングの表示（シンセティックスプレッドの場合はその式） 

• レッグ 

• コメント（注文時にコメントを入力した場合） 

• 時間（注文の有効期限） 

• 執行システム注文 ID（取引所が付与） 

• 注文ルート 

• ルートコード 

• ルート上の GW（ゲートウェイ）オーダーID 

• リンク（その注文に複数の注文番号が紐付けられている場合、直近の注文番号を表示） 

• アクション：キャンセル･リクエストを取引所に送信、キャンセルとして反映、約定の追加

ボタン 

• 現在の注文 （状態： transmitting-送信済, working-受付中, rejected-拒否, filled-約定済, 

cancelled-キャンセル済, replaced-訂正済, busted, partial cancel-部分約定取消, partial fill-部分

約定) 

• 注文チェーン（全注文番号履歴を表示） 
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[ストラテジー注文のみ] 

• 関連するストラテジー注文（リストが拡張できます） 

• ストラテジー定義（リストが拡張できます） 

操作詳細 

 

フィールド 

• クライアント注文 ID（CQGより付与） 

• クライアント IP 

• クライアントバージョン 

• クライアントシステム ID 

• GUID（ギブアップ ID） 

• 注文ロケーション 

• ルートオーダーID 

 

注文状況の全変更履歴 

その注文に複数の注文番号が紐付けられている場合、全ての変更履歴が閲覧できます。また、エク

セルへ出力ボタンで履歴をエクセル形式で出力できます。 

アカウント詳細 

 

• アカウント（リンクあり） 

• 拒否理由（拒否注文の場合のみ表示） 

• トレーダー（リンクあり） 

• ユーザー情報 
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注文状態の変更 

 

• 時刻 

• GW状態 

• GW状態詳細  

• クライアントステータス 

• クライアントトランザクション 

• コメント 

 

約定フィールド  

 

• レッグ（ボタンを押すとレッグ詳細が確認でき、修正・キャンセル・失効・？ボタンが

表示されます） 

• 執行 ID 

• 説明 

• 約定時刻 

• 約定ケア注文リクエスト ID 
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約定サマリー 

 

• 注文の約定 

• 集約レッグの約定(レッグ注文の場合に表示) 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Customer Service > Order > View Current Order Details 

CAST Users > CAST Permissions > Customer Service > Order > Activate an Inactive Order 

CAST Users > CAST Permissions > Customer Service > Order > Activate Synthetic Order 

 

（古い）注文詳細を表示するには 

[カスタマーサービス]メニューの[古い注文詳細]をクリックします。 

[注文詳細 ]ページに、その注文の詳細が入力されます。 

[詳細検索]ボタンをクリックして検索を行うこともできます。 

トレーダーや取引所といった大きな範囲での検索を行うと、「結果が多すぎます」というエラーメッ

セージが表示される可能性があります。 

スプレッドを検索するには、検索パネルで限月としてスプレッドの名前（例 EPZ9-ENQZ9 －比率を

除いた限月と有効期限）を入力します。 

すべてのストラテジーの各レッグには、[アカウント名]と[取引参加者アカウントの番号]が表示され

ます。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Customer Service > Order > View Old Order Details 
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詳細検索を使用して注文を検索するには 

注文は、日付範囲・アカウント・トレーダー・注文詳細より検索ができます。 

‘現在の注文’を選択すると、日付範囲はグレイアウトされ設定不可となります。古い注文を検索す

る際には日付範囲は必須になり、31日前まで検索可能です。 

シンセティックスプレッドを検索するには、検索するスプレッドの名前（例 EPZ9-ENQZ9 – 比率を

除いた限月と有効期限）を[コントラクト]項目に入力します。 

注文を検索するには 

1. [カスタマーサービス]メニューの[詳細検索] をクリックします。   

2. 表示する注文の数およびどの注文を表示するかを選択します。次に、検索する日付範囲を選択し

ます。現在の注文とは、今日の注文のことです。   

3. 必要に応じて、アカウント名、セールスシリーズ番号、カスタマー名、カスタマーID、または取

引参加者といったアカウントの詳細を検索条件として入力します。 

4. 必要に応じて、検索するトレーダー名、ユーザー名、または IDを入力します。 

5. 必要に応じて、注文タイプ、期間、状態、クラス、ルート、ルートグループ、取引所、チケット

番号、銘柄など、検索する注文詳細を入力します。 

コントラクト(シンボル)の入力方法は入力欄右の（？）マークをクリックしてください。コント

ラクトをカンマで区切って入力すると、複数銘柄を検索できます。 

6. [検索]をクリックします。検索が完了すると、結果が検索パネルに表示されます。 

[全てクリア]ボタンをクリックすると、エントリーが保存されないまま項目がクリアされます。 

 

約定／注文を追加／修正するには 

約定を追加するには 
[約定の追加]ボタンはWorking注文のみ表示されます。この機能は、何らかの原因で取引所側では

約定されても、CQGのシステム上ではWorkingのままになってしまった場合などに使用します。 

1. [カスタマーサービス]メニューの[現在の注文詳細]をクリックします。  

2. 注文詳細のセクションのアクションの項目より、[約定の追加]ボタンをクリックします。 

3. 数量と価格を入力してから、[追加]ボタンをクリックします。 

 

注文の修正をするには 
注文が部分成立だった場合、ここで既約定枚数を増やすもしくは減らすことによって未約定枚数も調

整されます。例えば、既約定枚数：５枚、未約定枚数：５枚であった場合、既約定枚数（数量）を４

枚に修正すると未約定枚数が６枚に増加します。ただしこれは CAST上及び取引ソフト上のみの調

整であり、取引所の約定枚数は調整できません。 

1. [カスタマーサービス]メニューの[現在の注文詳細]をクリックします。  

2. 約定のセクションのレッグのフィールドに、修正・キャンセル・失効ボタンが表示されます。 

3. 新しい数量と価格を入力します。 

4. [修正]のボタンをクリックします。 

5. アクションを確認します。 
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約定をキャンセルするには 
注文が部分成立だった場合、ここで対象の既約定枚数をキャンセル、つまり０にすることができま

す。例えば、既約定枚数：５枚、未約定枚数：５枚であった場合、キャンセル実行により未約定枚数

が１０枚になります。ただしこれは CAST上及び取引ソフト上のみの調整であり、取引所の約定枚

数は調整できません。 

1. [カスタマーサービス]メニューの[現在の注文詳細]をクリックします。  

2. 約定のセクションのレッグのフィールドに修正・キャンセル・失効ボタンが表示されます。 

3.  [キャンセル]のボタンをクリックします。 

4. アクションを確認します。 

 

約定を失効するには 
注文が部分成立だった場合、ここで対象の既約定枚数を失効、つまり０にすることができます。ただ

し、既約定枚数:５枚、未約定枚数:５枚であった場合、失効実行により既約定枚数は未約定枚数に加

算されず、未約定枚数は５枚のままとなります。 

1.  [カスタマーサービス]メニューの[現在の注文詳細]をクリックします。  

2. 約定のセクションのレッグのフィールドに修正・キャンセル・失効ボタンが表示されます。 

3.  [失効]のボタンをクリックします。 

4. アクションを確認します。 
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注文をキャンセルするための事前設定 

CASTにて注文をキャンセルするためには、その CAST Userに GW Traderが設定されている必要が

あります。 

 

[全ての注文のキャンセル]にて注文をキャンセルする 

特定のアカウントにて、以下キャンセルすることができます - 全ルートの全注文、特定ルートの全

注文、複数の注文、ひとつの注文。 

 

CASTユーザーによる[注文詳細 ]もしくは[全ての注文のキャンセル]ページより注文のキャンセル

を行った場合、注文詳細ページのコメントに”Cancel request initiated from admin tool (NNN)” 

(管理端末よりキャンセル要求がありました)と表示されます。NNNはキャンセルリクエストをした

CASTユーザーの IDとなります。外部注文のキャンセルの場合、"External order cancelled from 

admin tool NNN.”（管理端末より外部注文がキャンセルされました）と表示されます。 

注文をキャンセルするには 

[カスタマーサービス]メニューより[全ての注文のキャンセル]をクリックします。必要であれば、

検索にてアカウントを指定します。このページを最初に開いた際、ルート上の各注文は表示されてい

ませんが、ルートテーブルをクリックすると表示されます。 

キャンセルするには： 

• 全ルートの全注文：ページ上部のボタン、[全ルートの全注文のキャンセル･リクエストを取

引所へ送信する]をクリックします。 

• 特定ルートの全注文：上テーブル内の最後のコラムにある、[全注文のキャンセル･リクエス

トを取引所へ送信する]をクリックします。 

• 複数の注文：下テーブル内にてキャンセルをしたい注文にチェックを入れ（全キャンセルの場

合には上部チェックボックス）、テーブルの下にある[選択した注文のキャンセル･リクエス

トを取引所へ送信する]をクリックします。 

• ひとつの注文：下テーブル内にてキャンセルをしたい注文を選び最後のコラムにある、[キャ

ンセル･リクエストを取引所へ送信する]をクリックします。 

• CAST内にて注文状態をキャンセルに変更するには、[選択した注文のステータスをキャンセ

ルとして反映させる]をクリックします。 
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[現在の注文詳細]ページよりキャンセルをするには 

注：注文をキャンセルするためには CASTユーザーにその権限が付与されている必要があります。

設定方法については CASTユーザーを追加するにはの手順 7を参照してください。 

注文をキャンセルするには 

1. [カスタマーサービス]メニューの[現在の注文詳細]をクリックします。  

2. [キャンセル･リクエストを取引所へ送信]をクリックします。 

3. [OK]を押して確認をします。 

取引所のキャンセル状態を反映させるには 

取引所の障害などにより、取引所側で注文が強制キャンセルとなった場合、下記手順にてキャンセル

状態を取引ソフトに反映させることができます。 

1. [カスタマーサービス]メニューの[現在の注文詳細]をクリックします。  

2. [キャンセルとして反映させる]をクリックします。 

3. [OK]を押して確認をします。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Permissions > Customer Service > Order > Cancel Order 

CAST Permissions > Customer Service > Order > Cancel All Orders 

CAST Permissions > Customer Service > Order > Cancel Compound Order 

CAST Permissions > Customer Service > Order > Confirm the cancellation of an order 

CAST Permissions > Customer Service > Order > Confirm the cancellation of a multiple 

orders 

注文のアーカイブ 

注文情報のアーカイブ（前日取引として保管）は、ステートメントの処理時に行われます。処理には

以下 3つのオプションがあります。   

• 取引参加者からステートメント（ファイル）を受け取ったらすぐに処理する 

• 完全なデイリーステートメントを作成する  

• 1日の終わりにポジションをゼロにする  

どの場合も、ステートメントの処理及び注文情報のアーカイブは取引参加者が CQGに指定した時間

になされます。ただし、取引参加者よりステートメントファイル（Parse file）を受け取ったときに

処理するように CQGに依頼した場合、注文情報はステートメントファイル（Parse file）が受領さ

れた場合にのみアーカイブされます。 
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外部の注文を追加するには 

[新しい外部の注文]ページでは、取引所には発注されない、CQGシステム内のみで完結する約定注

文を作成できます。ただし、弊社のシステム内では正規の（取引所を介した）約定注文と同様に扱わ

れるため、リスク計算の対象となります。この方法によって正規のポジションを決済することもでき

ます。 なお、既に納会を迎えたポジションの追加は不可です。 

 

リスク計算を正しく実行するには、アカウントの前日ステートメントにおけるポジションおよ

び当日の約定が正確に Gatewayに反映されることが不可欠です。 

外部注文を追加するには 

1. [カスタマーサービス]メニューの[新しい外部の注文]をクリックします。   

2. [コントラクト]項目にシンボルを入力します。シンボルの入力方法は入力ボックス右の“？”

マークをクリックし確認してください。 

3. 売買区分を選択します。 

4. 注文タイプを選択します。 

5. 数量を入力します。 

6. 価格を小数点なしで入力します。 

7. 日付を入力するか、カレンダーのアイコンをクリックして日付を選択します。 

8. 時刻を入力します。 

9. [約定の追加]をクリックします。約定注文が右側に表示されます。 

10. [保存]をクリックします。 

すべての約定を削除するには、[全て削除]ボタンをクリックします。 

約定を 1つだけ削除する場合は、[削除]ボタンをクリックします。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permission > Customer Service > Order > Create External Order 

CAST Users > CAST Permission > Customer Service > Account > Cancel External Order 

CAST Users > CAST Permission > Customer Service > Order > Modify External Order  
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ポジションの表示 

ポジションページでは、‘アーカイブ(前日取引として処理)されていない決済済みのポジション’、

‘反対売買のポジション’及び‘未決済のポジション’を表示します。このページを開くには、カス

タマーサービスよりポジションをクリックします。未決済のポジションのみを確認する場合はオープ

ンポジションページにて可能です。 

 

 

未決済のポジションを表示するには 

[オープンポジション]ページには、未決済の先物およびオプションのポジションが表示されます。 

1. [カスタマーサービス]メニューの[オープンポジション]をクリックします。   

2. 現時点と前日終了時点の情報のどちらを表示するか選択します。 

3. 必要に応じて通貨を変更します。 

4. ポジションを取引価格、約定数量、執行時刻のどれによって一致させるかを選択します。この選

択肢は、前日終値を選択した場合は選べません。 
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未決済および決済済みのポジションを表示するには 

[ポジション]ページには、アーカイブされていない未決済および決済済みのポジションが表示され

ます。   

[カスタマーサービス]メニューの[ポジション]をクリックします。   

注文（ゲートウェイ）サーバーでは、アカウント情報ページでの設定によって、①取引参加者より送

付されたステートメントファイル（Parse file）によってポジションを更新するアカウントと、②

CQGシステムがポジションを更新するアカウントが存在します。①の場合、CQG以外の取引ソフト

での約定を、取引参加者がステートメントファイル（Parse file）に追加することによって、注文

サーバー内に反映され、このページに表示されます。新しい外部のポジションや新しい外部の注文で

作成されたポジションもこのページに表示されます。 

シンボルの左にある‘＋’をクリックすると詳細が表示されます。[ID]コラムに記載されている

‘WOID’は当日のポジション、‘PosID’は前日以前のポジションです。 

 

 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permission > Customer Service > Account > View Positions 
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グループポジションを表示するには 

1. [カスタマーサービス]メニューの[グループアカウントポジション]をクリックします。  

2. [+]ボタンにてセクションを広げることができます。 

 

 

 

このページではグループアカウントのポジションを表示します。以下 2つの内容が[ポジション]

ページと異なります。 

• [アカウント]コラムではアカウントに関連した各ポジションを表示します。リンクをクリッ

クすると[ポジション]ページへ移動します。 

• [アカウントのネットポジションのリセット]ボタンがありません。ポジションは各アカウン

トのポジションページにてリセットができます。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permission > Customer Service > Account > View Positions 

 

ポジションを削除するには 

1. [カスタマーサービス]メニューの[ポジション]をクリックします。   

2. 削除するポジションを選択します。 

3. [選択したポジションの削除]ボタンをクリックします。 

※[グループアカウントポジション]ページでも同じ対応をします。 

このページで削除できるのは前日以前のポジション（PosID）のみです。当日のポジション

（WOID）を削除するには失効ボタンより行ってください。 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permission > Customer Service > Account > Delete Positions for An Account 
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外部のポジションを追加するには 

外部のポジションを CASTに追加することができます。ただし、ポジションの追加による決済（反

対売買）及び両建ては不可、つまり現在保有しているポジションと反対側のポジションの追加はでき

ません。取引ソフト側にはポジションのみが追加され、約定の履歴は追加されません。 

1. [カスタマーサービス]メニューの[新しい外部のポジション]をクリックします。 

2. [コントラクト]項目にシンボルを入力します。[検索]をクリックしてシンボルウィザードを起動

することもできます。 

3. [買い]または[売り]を選択します。 

4. 数量を入力します。 

5. 価格を入力します。 

6. 取引日を入力するか、[カレンダーの表示]ボタンをクリックします。 

7. 必要に応じて帳入れ値段を入力します。 

8.  [既存のポジション]ボタンまたは[新しいポジション]ボタンをクリックします。必要な証拠金

は、新しいポジションの場合と既存のポジションへの追加の場合とで異なる場合があります。 

9.  [保存]をクリックします。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permission > Customer Service > Account > Create External Position 

アカウントのサマリーを表示するには 

[アカウントのサマリー]ページには、証拠金、オープンポジション、CQGを通じて執行された取

引、および取引の決済を含む評価損益の内容が表示されます 

 

アカウントのサマリーを表示 

1. [カスタマーサービス]メニューの[アカウントのサマリー]をクリックします。 

2. 現時点と前日終了時点の情報のどちらを表示するか選択します。現時点を選択すると現在値で、

前日終了時点を選択すると前日帳入れ値でそれぞれ評価損益を計算します。 

3. ‘金額の通貨’にて使用する通貨を選択します。 

4. ポジションを取引価格、約定数量、執行時刻のどれによって一致させるかを選択します。   

5. 表示するアカウントを選択します。 

6. [更新]ボタンをクリックします。表示されるデータは、この選択に基づいてフィルタリングされ

ます。 

 

以下の印刷アイコンをクリックすると、アカウントサマリーのセクションが印刷されます。 

 

表示された中から番号をクリックすると、脚注が開きます。 
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  名前 意味 

① 預託担保 現金以外で預託している証拠金 

② 現在の残高 
評価損益、オプションの市場価値、預託担保を除いた純粋な現金残

高＋当日の実現損益は含む 

③ 評価損益合計 先物ポジション（オプションは除く）における評価損益計 

④ 純資産合計  ②現在の残高 ＋ ③評価損益合計 

⑤ オプションのマーケット値 オプションのポジションに対する Mark to marketでの市場価値 

⑥ 総価値 ①預託担保＋④純資産合計＋⑤オプションのマーケット値 

⑦ 総価値変更 現在の⑥総価値と前営業日引け時点の⑥総価値との差額 

⑧ 余剰現金  出金可能額 

⑨ インプライド必要証拠金 先物、オプションの必要証拠金 

⑩ インプライド維持証拠金 先物、オプションの維持証拠金 

⑪ 計上された証拠金 ①預託担保＋④純資産合計 

⑫ 必要証拠金合計 現在のポジションとワーキング注文に対する必要証拠金 

⑬ 購買余力  
①預託担保＋②現在の残高＋③評価損益合計＋⑤オプションの

マーケット値 

⑭ 余剰証拠金 ⑬購買余力 － ⑫必要証拠金合計 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permissions > Customer Service > Account > View Account Summary 
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レポートの作成 

[レポート]メニューでは以下ページがあります。 

• アクティブトレーダー 

• トレーダー履歴 

• Reporting Tool 
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アクティブトレーダーレポートを表示するには 

[レポート]メニューの[アクティブトレーダー]をクリックします。[アクティブトレーダー]ページが表

示されます。   

• トレーダーをクリックすると、[トレーダー情報 ]ページが表示されます。 

• アカウント番号をクリックすると、[アカウントのサマリー]ページが表示されます。 

• アカウント名をクリックすると、[アカウント情報]ページが表示されます。 

• 約定済み数量をクリックすると、検索パネルに注文（状態が約定済の注文）が約定済の数

量と共に表示されます。アーカイブされていない注文のみが表示されます。 

• 残り数量をクリックすると、検索パネルに注文（状態が発注済の注文）が残りの数量と共

に表示されます。 

• 拒否された注文をクリックすると、拒否された注文（状態が拒否済の注文）が検索パネル

に表示されます。 

• [履歴の表示]をクリックすると、[トレーダー履歴]ページが表示されます。 

• [更新]ボタンをクリックすると、最新のデータが表示されます。 

 

トレーダー履歴レポートを表示するには 

1. [レポート]メニューの[トレーダー履歴]をクリックします。 

2. 検索パネルでトレーダーを名、姓、ユーザー名、または IDにより検索します。 

表示を変更するには、[遡及日数]または[開始日]項目に新しい値を入力します。1年分の

データを表示することができます。[カレンダーの表示]ボタンをクリックするとカレンダー

が表示され開始日を選択できます。 

3. [作成]ボタンをクリックして結果を表示します。 

 

トレーダー関連のビュー（[トレーダー情報 ]など）から直接[トレーダー履歴]レポートを表示する

と、検索を行うことなく、そのトレーダーの履歴をレポートに表示できます。 
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アカウント、トレーダーと注文のレポートの作成 

下記レポートの作成が可能です。またレポート内の各項目に対する表示／非表示の設定が可能です。 

 

アカウント：参加できるマーケット 

アカウント：有効なルート 

アカウント：残高情報 

アカウント：処理(Parse)済のポジション 

アカウント：マーケットリミット 

アカウント：リスクパラメーター 

アカウント：トレーダーの承認 

CASTイベントログ for FCM 

商品：取引可能銘柄と取引所コード 

商品：取引可能銘柄と商品 

約定：一般リスト 

約定：約定枚数レポート 

MifidⅡ対応追加認証一覧 Defined values 

MifidⅡ対応追加認証一覧 テンプレート 

リスト：FCM下にあるアカウント情報 

リスト：CASTユーザーの閲覧／編集権限リスト 

リスト：FCM下の CASTユーザー情報 

リスト：FCM下のカスタマー情報 

リスト：注文情報 

リスト：FCM下のトレーダー情報 

MifidⅡアルゴリズム注文 Executionリミット 

MifidⅡアルゴリズム注文認証 

トレーダー：Enablement一覧 

 

アカウント・トレーダー・注文のリストは Microsoft Excelにて抽出されます。 

このツールを使用するには許可が必要です。(CAST User Permissions > Customer Service 

> Other > View Reporting Tool) 

注: こちらを有効にするには、対象 CASTユーザーの Scopeが FCMである必要があります。 

 

 

アカウントレポートの作成 

1. [レポート]メニューにて、[Reporting Tool]をクリックします。 

2. [Template Report Name]メニューにて、[List of Accounts for FCM]を選択します。 

3. 必要に応じて、データベースの[Location]を選択します。 

4. レポートに追加をしたいコラムを選択し、順序を決め、フィルターを決め、ソートをします。

[Select]のチェックボックスのチェックを確認します。 

5. [Create Report]をクリックします。 

6. ‘ファイルを開く’をクリックするとレポートは表示されますがダウンロードはされません。

‘保存’をクリックするとダウンロードされます。 
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トレーダーレポートの作成 

1. [レポート]メニューにて、[Reporting Tool]をクリックします。 

2. [Template Report Name]メニューにて、[List of Traders for FCM]を選択します。 

3. 必要に応じて、データベースの[Location]を選択します。 

4. レポートに追加をしたいコラムを選択し、順序を決め、フィルターを決め、ソートをします。

[Select]のチェックボックスのチェックを確認します。 

5. [Create Report]をクリックします。 

6. ‘ファイルを開く’をクリックするとレポートは表示されますがダウンロードはされません。

‘保存’をクリックするとダウンロードされます。 

 

注文レポートの作成 

1. [レポート]メニューにて、[Reporting Tool]をクリックします。 

2. [Template Report Name]メニューにて、[List of Orders]を選択します。 

3. 必要に応じて、データベースの[Location]を選択します。 

4. レポートに追加をしたいコラムを選択し、順序を決め、フィルターを決め、ソートをします。

[Select]のチェックボックスのチェックを確認します。 

5. [Create Report]をクリックします。 

6. ‘ファイルを開く’をクリックするとレポートは表示されますがダウンロードはされません。

‘保存’をクリックするとダウンロードされます。 

（注意）オムニバスアカウントはアカウントリストには含まれません。 
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フィールドの定義 

 

コラム 説明 

Display Order 
レポートでのコラムの順番を設定します。FCMが１だった場合、FCMが一列

目のコラムとなります。表右側の矢印を使用して順番を変更します。 

Select 
レポートにてどの項目を含むかを設定します。チェックが入っていない場合

は、その項目の内容はレポートに含まれません。 

Column Name 

レポートにおけるデータのカテゴリとコラム名です。例えば、Account 

Name (アカウント名）、Exchange (取引所）、Trader ID（トレーダー

ID）などがあります。 

Filter Operation 

レポートに含まれるデータのフィルターを設定します。フィルターの値を使用

します。 

None（なし） = Filter Valueがブランクの場合に(自動)選択します。 

Equals(イコール)=Filter Valueで指定した値(日付、執行条件、FCMなど)

と完全一致のもののみ抽出したい場合に選択します。Filter Valueに

は複数の値を入力して And抽出が可能です。 

Like = あいまい(不完全一致)抽出の場合に選択します。例えばアカウント番

号に‘020’を含むアカウントを全て抽出する場合には Filter Value

に‘020’と入力します。 

Less Than（以下） = 数字または日付が指定した値以下のものを抽出 

Greater Than（以上） =数字または日付が指定した値以上のものを抽出 

In Range（範囲内） = 日付が指定した範囲のものを抽出。 

※ [None]の状態で Filter Valueに値を入力すると、フィルターは最初のメ

ニューオプションが自動選択されます。 
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Filter Value 抽出対象となる値を入力します。 

Sort Type 
データのソート(並べ替え)設定をします。  

None (ソートなし), Ascending （昇順）, Descending （降順） 

Sort Order 

データのソートにて優先順位を設定します。 

例） 

FCM（取引参加者） = 1 

Trader Last Name （トレーダーの姓）= 3 

Trader ID （トレーダーID) = 2 

この場合、FCMが最初にソートされ、次に ID、次に姓となります。Noneを

選択している項目は、優先順位を設定できません。 

 

このページの権限（Permission）有効／無効設定場所 

CAST Users > CAST Permission > Customer Service > Other > View Reporting Tool 
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[ユーティリティ] メニュー 

CASTウィンドウの右上に[ユーティリティ] メニューがあります。 

 

 

[ユーティリティ] メニューでは、以下のことを実行できます。 

• パスワードを変更する  

• トレーダーにメッセージを送信する 

• 未完成のアカウントを表示する 
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パスワードを変更するには 

1. [ユーティリティ] メニューの[パスワードの変更]をクリックします。パスワードのページが表

示されます。 

2. 現在のパスワードを入力してから、[新しいパスワード]項目と[パスワードの確認]項目の両方に

新しいパスワードを入力します。   

3. [保存]をクリックします。 

 

トレーダーにメッセージを送信するには 

システム管理者と取引参加者管理者は、すべてのトレーダー、現在 CASTにログオンしているトレー

ダー、または指定したトレーダーにメッセージを送信できます。  [選択されたトレーダー]のオプショ

ンでは、トレーダーを取引参加者・ルート・ロケーション・ログインをしているかどうか・最近ログ

オンの形跡があるか、よりフィルターをかけることができます。 
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トレーダーにメッセージを送信するには 

1. [ユーティリティ] メニューの[クライアントメッセージング]をクリックします。メッセージの

ページが表示されます。 

2. [トレーダーの選択]セクションで、メッセージの受信者を選択します 

3. [選択されたトレーダー]オプションのボタンがオンになっている状態では追加フィールドがアク

ティブとなります。[ログオン状態]、[取引参加者]、[ルートグループ]、[ロケーション]の各

項目が有効になり、これらの項目を使用して検索条件を選択する必要があります。全ルートでは

なく個々のルートを選択する場合は、[全て]のチェックをはずします。 

4. [プラットフォームの選択]のチェックボックスにある[CQGIC]、[CQGT]、[FIX クライアン

ト]、および[Web クライアント]をオンまたはオフにします。 

5. [メッセージ詳細]で、[カスタマーサービス]ボタンをオンにするか、[送信者の指定]ボタンを

オンにしてメッセージの送信者を選択します。   

6. [送信者の指定]を選択します。名前を入力しない場合、CASTユーザーの名前が使用されます。 

7. [重要度]ドロップダウンメニューから、メッセージの重要度を選択します。 

8. 件名を入力します。 

9. 有効期限の日付を入力します。 

10. メッセージを入力します。 

11. [メッセージの送信]をクリックします。メッセージはすぐに送信されます。 

[クリア]ボタンをクリックすると、メッセージテキストがクリアされます。 
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未完成のアカウントを表示するには 

[未完成の項目]ページには、設定が未完成のアカウントおよびトレーダーが表示されます。例えば、

リスクパラメーターが設定されていない場合に未完成の状態となります。 

 

未完成の項目を更新するには 

1. [ユーティリティ] メニューの[未完成の項目]をクリックします。項目のリストが表示されま

す。 

2. 提示された変更を行うには、[Do it now]をクリックします。適切なページが表示されます。 

3. 変更を行います。   

4. [保存]をクリックします。変更が完了すると、未完成の項目はリストから削除されます。 

 

未完成の項目を削除するには 

1. 有効な[未完成の項目]ページで、削除するアカウントのチェックボックスをオンにします。 

2. [保存]をクリックします。警告メッセージが表示されます。 

3. [OK]をクリックします。アカウントは無効として扱われます。 
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債券取引参加者向けにCASTを使用

する 

CASTでは、債券をお取引する団体はデリバティブを扱う団体とほぼ同じ方法で設定入力します。一

般的なプロセスの図については、「ワークフロー」を参照してください。 

最初に、CQGが債券取引参加者を作成します。   

債券取引参加者にセールスシリーズは適用されませんが、次にセールスシリーズを作成する必要があ

ります。セールスシリーズ情報で必要とされるのは、名前、番号、オフィス名だけです。「新しい

セールスシリーズを追加するには」を参照してください。 

次に、会社のユーザーIDを使用して、カスタマーである会社を作成します。「カスタマーを追加する

には」を参照してください。カスタマーを作成すると、ウィザードを使用してワークフローを完成す

るように要求されます。「 

ガイドによるセットアップ」を参照してください。 

ガイドに従ったセットアップを行ったかどうかに関係なく、次の手順ではまずアカウント、次にト

レーダーを追加します。「新しいトレーダーを追加するには」および「通常アカウントの作成」を参

照してください。各アカウントには、1人のトレーダーが関連付けられます。   

追加のトレーダーとアカウントごとに、このプロセスを繰り返します。   

債券取引の参加者だけに適用される追加の手順があります。すべてのカスタマーに、ログイン名とパ

スワードから構成されるセッションを関連付ける必要があります。1人のカスタマーは、複数のセッ

ションを持つことができます。この手順については、次にセクションで説明します。 

 

債券セッションを割り当てるには 

1. [カスタマー]メニューの[Fixed Income Sessions]をクリックします。 

2. [Fixed Income Sessions]ページで、カスタマーのログイン名とパスワードを入力します。 

3. [Add New Session]をクリックします。 

 

セッションを削除するには、[削除]チェックボックスをオンにします。 
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付録A：取引所との接続 

 

LIFFE/eCBOT 

寄り付き前注文 

寄り付き前にマーケットに出された注文は、寄り付き時（MOO）注文に変換されます。スプレッド

MOO注文は拒否されます。マーケットが開くと、MOO注文は始値で約定します。取引所はこの注

文を、始値を価格とする指値デイオーダーに変換します。メッセンジャーはマーケット注文をキャン

セルし、リミットオーダーを出します。 

ストップオーダー 

CQGが取引所にストップオーダーを出す方法 

• MKT STOP注文は、トリガー価格を LIFFE発注価格とするマーケットストップオーダー

として発注されます。 

• LMT DAY STOP注文は、リミット価格とトリガー価格のどちらかを発注価格とするスト

ップオーダーとして送信されます。リミット価格とトリガー価格が異なる注文は、拒否

されます。 

• GTC STOP注文は、トリガー価格を発注価格とする GTCストップオーダーとして発注

されます。リミット価格とトリガー価格が異なる GTCストップリミットオーダーは、拒

否されます。 

 

すべてのストップリミットオーダーは、CQGサーバーにより管理されます。 

取引所が管理するストップオーダーは、次のように取り扱われます。 

 

入力項目 取引所による変換 

[STOP DAY] 価格がストップ価格に達すると有効になり、セッション終了時にキャンセルさ

れるマーケット注文。 

[STOP GTC/GTD] 価格がストップ価格に達すると有効になるリミット注文。リミット価格は、元

のストップ価格と同じです。 
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付録B：エラーメッセージ 

注文拒否メッセージ 

エラーメッセージ 発行元 説明 

(GL 012) ORDER REJECTED Globex Globex内部の問題によって拒否されました。詳細については GCCにお問い合わせ

ください。 

(GL 022) Incompatible status Globex 既に無効になった注文に対してキャンセル要求を行うと、このメッセージと共に拒

否されることがあります。 

(N1003) Not allowed (group) Globex 取引所が停止している間（米国中部標準時の午後 10時から 11時まで）、または定

められている限月に基づいて閉まっている間の拒否メッセージ。 

(N2013) LMT conflict w/oppos Globex 流動性のないマーケットであるための拒否（MKT注文の場合にのみ出現）。 

(N2014) Price not a step Globex 価格の誤りによる拒否（たとえば、ミニ S&Pにおける 132015）。 

(N2060) Release price low Globex 売買の向きが誤っている STP LMT注文に対する拒否メッセージ（たとえば、現値

が 1424であるときの 1402での BUY STP LMT）。 

(N2061) Release price high Globex 売買の向きが誤っている STP LMT注文に対する拒否メッセージ（たとえば、現値

が 1424であるときの 1430での SELL STP LMT）。 

(N2115) Limits： total qty Globex サイズが大きすぎる注文の拒否。商品ごとに取引所への注文の上限が決まっていま

す（たとえば、ミニ S&Pであれば 250）。 
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エラーメッセージ 発行元 説明 

(N2137) Price out of limits Globex 価格が取引所の値幅制限の範囲外であるために拒否されました。 

DESTINATION CHANGE NOT ALLOWED Globex Globexは STP注文および MIT注文をメインのマッチングエンジンとは別に保持し

ており、STPまたは MITが関係する注文は注文タイプを変更できません（たとえ

ば、STP LMT注文を STPに CFOすることはできない）。 

Exchange did not receive order Globex 通常はキャンセル要求に対する拒否メッセージ。最も多いのは、Globexに障害が

発生した場合。元のメッセージが Globex側のシステム内（マッチングエンジンよ

りも手前）に滞留し、キャンセル要求に対応して見つけることができなくなってい

ると考えられます。 

IMMED ELECTABLE - VERIFY PRICE Globex 売買の向きが誤っている STP注文に対する拒否メッセージ（たとえば、現値が

1424であるときの 1402での BUY STP）。 

N.D. GLOBEX EXPIRED ORDER Globex Globexが発行する注文キャンセルメッセージ。多くの場合（常時ではない）

Globexは、無効になった注文のキャンセルをセッション終了後に送信します。こ

れは Globexが独自に発行するものであり、こちらからのキャンセル要求に対する

反応ではありません。 

RequestValidator： Cancel request is invalid. Globex これは、約定済みの注文をキャンセルしようとした場合に出現するのが一般的で

す。Globex側に問題があって約定報告が停止しているときにカスタマーが注文を

キャンセルしようとすると、このメッセージを受け取ることがあります。 

STP NOT SUPPORTED - TRY STL Globex 非リテール商品で STP注文がサポートされていないための拒否。 

An expired order cannot be canceled or replaced. Order Express セッションが終了したときに、Order Expressは内部的に注文を無効にします。注

文をキャンセルまたは訂正しようとすると、このメッセージが発行され、拒否され

ます。 

MONYR - Contract month is invalid Order Express 限月が間違っています。 
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エラーメッセージ 発行元 説明 

PRICE - Price has invalid decimal increment Order Express 価格が無効であるため、Order Expressが注文を拒否しました。カスタマーが

Order Expressの価格制限（たとえば、一部の商品だけに適用される 5ポイントき

ざみの価格）を無視した場合に発生することがあります。Order Expressに価格を

送信する前に、価格の桁を間違えた場合（たとえば、4540としなければならない

ときに 454を送信）も発生する可能性があります。 

STRIKE- No option with the specified strike price Order Express メッセージどおりの意味です。Order Expressへの送信の前の段階で、CQGのシス

テムがストライク価格の桁を間違えたときに発生することがあります。 

The firm/account is invalid -- not found in database Order Express Order Expressシステム内でアカウントが正しく設定されていないことを示しま

す。 

The order specifies an expired business date Order Express 指定したセッションが既に閉じられていることを示します。通常、このメッセージ

は、セッションが終わった直後にクライアントが注文を送信した場合に発生します

（時計のずれがあった場合に備えて、注文はセッション終了時刻の 1分後まで受け

付けられます）。 

TYPE  - Type is invalid or not accepted Order Express サポートされていない注文タイプ（たとえば、MKT注文と LMT注文しか受け付け

ない限月における MIT）の拒否。 

Invalid Limit Price -- Formatting loss of precision Gateway 執行ルートへの配信用にこの注文の形式を設定することで、リミット価格のデータ

が失われた（たとえば、15140が 1514になることは問題ないが、15145が 1514

になるのは問題）ときに付加されます。これは、注文が誤って執行されるのを防ぐ

ための予防機構です。 

Invalid Stop Price -- Formatting loss of precision Gateway 執行ルートへの配信用にこの注文の形式を設定することで、ストップ価格のデータ

が失われた（たとえば、15140が 1514になることは問題ないが、15145が 1514

になるのは問題）ときに付加されます。これは、注文が誤って執行されるのを防ぐ

ための予防機構です。 

Invalid Strike Price -- Formatting loss of precision Gateway 執行ルートへの配信用にこの注文の形式を設定することで、ストライク価格のデー

タが失われた（たとえば、15140が 1514になることは問題ないが、15145が 1514

になるのは問題）ときに付加されます。これは、注文が誤って執行されるのを防ぐ

ための予防機構です。 
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エラーメッセージ 発行元 説明 

Replace rejected because new order quantity would be zero or 
less 

Gateway 訂正要求（CFO）が拒否されたときに付加されます。これは通常、カスタマーから

CFOが送信される前に約定を受け取った場合に発生します。 

Too Late To Cancel Gateway 通常、キャンセル要求が保留されている注文に対する約定を受け取った場合（約定

の受領時に注文の状態がWorkingPC、PartialPCなどの場合）に付加されます。 

 

リスクサーバーのエラーメッセージ 

エラーテキスト 説明 

Average price for position is not available. ポジションの平均価格がありません。 

Cannot calculate order expiration time. 注文の失効時間が計算できません。 

Cannot evaluate risk for the account due to risk parameters 
missing (closing price for contract "<symbol>"). 

リスクパラメーターが見つからないため、該当アカウントのリスク計算ができません（銘柄<シンボル名>

の終値） 

Cannot process the order (error code 11). Please contact 
customer support for assistance. 

注文をプロセスできません。(error code 11) カスタマーサポートへご連絡ください。 

Cannot process the order (error code 14). Please contact 
customer support for assistance. 

注文をプロセスできません。(error code 14) カスタマーサポートへご連絡ください。 

Cannot process the order (error code 22). Please contact 
customer support for assistance. 

注文をプロセスできません。(error code 22) カスタマーサポートへご連絡ください。 

Cannot process the order (error code 23). Please contact 
customer support for assistance. 

注文をプロセスできません。(error code 23) カスタマーサポートへご連絡ください。 

Cannot process the order (error code 25). Please contact 
customer support for assistance. 

注文をプロセスできません。(error code 25) カスタマーサポートへご連絡ください。 

Cannot process the order (error code 28). Please contact 
customer support for assistance. 

注文をプロセスできません。(error code 28) カスタマーサポートへご連絡ください。 
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Cannot process the order (error code 31). Please contact 
customer support for assistance. 

注文をプロセスできません。(error code 31) カスタマーサポートへご連絡ください。 

Cannot process the order (error code 8). Please contact 
customer support for assistance. 

注文をプロセスできません。(error code 8) カスタマーサポートへご連絡ください。 

Cannot route the order at this time. 今回、注文をルートできません。 

Commodity <position> position limit is <limit>, worst case 
position is <limit>. 

商品ポジション上限が＜＞です。最悪のシナリオのポジションは＜＞です。 

Current balance for this account is negative. 現在の口座残高がマイナスです。 

Daily loss limit has been reached. Loss limit (based on cash 
and collateral only) = <limit>, actual current loss = <actual>. 

一日あたりの損失上限に達しました。損失上限（キャッシュと担保のみに基づく）= <>で、実際の損失は

=<>です。 

Filled quantity for the order is greater than requested by 
modification request. 

約定済枚数は訂正要求枚数より大きいです。 

Good Thru Date must be less than or equal to the last trading 
date of this contract. 

GTDは最終取引日より前に設定してください。 

Insufficient margin. Available margin = <available>, used 
margin = <used>, margin required for this order = <required>. 

証拠金が足りません。有効な証拠金＝＜＞、使用済証拠金＝＜＞、この注文に必要証拠金＝＜＞ 

Margin evaluation unavailable for this exchange. 証拠金計算がこの取引所ではできません。 

Master account has negative purchasing power. Trading is 
not allowed. 

マスターアカウントが購買力がマイナスです。取引できません。 

No current ask available. 売気配がありません。 

No current bid available. 買気配がありません。 

Open Position exceed available margin. Available margin = 
<available>, margin for positions = <margin>.  

未決済ポジションが有効な証拠金を超えました。有効な証拠金＝＜＞、ポジションのマージン＝＜＞ 

Order expiration time is earlier than activation time. 注文の失効時間はアクティベーションタイムより早くしてください。 
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Order expiration time is in the past. 注文の失効時間は過去のものです。 

Order rejected because linked order was rejected. 注文が拒否されたのはリンクされた注文が拒否されたからです。 

Order was rejected together with first order from OPO pair. 注文は OPOペアから最初の注文と一緒に拒否されました。 

Order was rejected together with second order from OPO 
pair. 

注文は OPOペアから二番目の注文と一緒に拒否されました。 

Position limit for the contract <contract> is <limit>, worst case 
position is <position>. 

銘柄のポジション上限は＜＞、最悪のケースのポジションは＜＞です。 

Quantity <quantity> is not a multiple of the block size (<size>) 
for this account. 

このアカウントにて枚数はブロックサイズの倍数ではありません。 

Quantity <quantity> for leg <leg> is not a multiple of the block 
size (<size>) for this account. 

このアカウントのレッグ注文の枚数＜＞はブロックサイズの倍数ではありません。 

Single trade margin limit for this account is <limit>, margin for 
this order is <margin>. 

このアカウントの一回の取引証拠金は＜＞、この取引の証拠金は＜＞です。 

Single trade size limit  for this account is <limit>, size for this 
order is <size>. 

このアカウントのワンショットの発注枚数上限は＜＞、この注文の枚数は＜＞です。 

The account has not been correctly configured. アカウントが正しく設定されていません。 

The contract you are trying to trade is not configured 

(details： <text>). 
取引をしようとしていた銘柄は設定されていません。（詳細は＜＞） 

The order has expired. 注文は失効しました。 

The order type is not allowed for the commodity. この失効条件はこの商品では許可されていません。 

The order was in a state that cannot be modified. 注文の状態は訂正不可でした。 

The order was in a state that prohibited a cancel request. 注文の状態はキャンセル要求を禁止でした。 

This account is not authorized to trade futures. このアカウントは以下承認されていません – 先物取引 
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This account is not authorized to trade options. このアカウントは以下承認されていません – オプション取引 

This account is not authorized to trade short options. このアカウントは以下承認されていません – オプションの売り 

This account is not authorized to trade this commodity. このアカウントは以下承認されていません – この商品の取引 

This account is only allowed to liquidate Open Position. このアカウントは以下のみ承認されています – 決済のみ 

This order was rejected with other order in compound order. この注文は合成注文の他の注文といっしょに拒否されました。 

Too late to modify the order. 注文の訂正をするは遅すぎます。 

Trader is not authorized for this account. トレーダーはこのアカウントの承認がされていません。 

 

ギブアップエラーメッセージ 

エラーテキスト 発行元 エラーの原因 

Execution system Order Express does not support give-ups. Order Express システムがギブアップ注文を受け取ったときに送信されます。 

MemberID of take-up FCM is not specified. Eurex 

Liffe  

Matif 

引き受け取引参加者またはそのメンバーIDが指定されていない場合に送信さ

れます。 

 


